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いの町の人口
（令和元年6月末現在）

◦総人口 22,766（23,169）人　

◦男　性 10,846（11,039）人　

◦女　性 11,920（12,130）人　

◦世帯数 10,599（10,665）世帯

（　　）内は前年同月末日

※住民基本台帳人口による
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いの町

いの町消防団が自動車ポンプの部、

小型ポンプの部でダブル優勝！！

令和元年度  仁淀消防連合会

夏季演習開催！

◦いの町職員採用試験案内（一般事務）　 P2
◦自衛官等募集案内
　生涯現役実現のための再就職支援セミナーと
　企業合同説明会　 P3

◦伊野地区婦人会第39回チャリティバザーのお知らせ　 P5
◦いの町財政事情の公表　 P6

◦児童扶養手当現況届・特別児童扶養手当
　所得状況届の提出について　 P12

◦し尿収集の休日について
　高知県における聖火ランナー公募概要について
　多子世帯保育料等軽減補助金について　 P13
◦高知県戦没者追悼式の参列者募集
　町営住宅入居者募集　 P15

いの町公式ホームページ

http://www.town.ino.kochi.jp/

町県民税　２期 / 国保税　２期

介護保険料　２期 / 後期高齢者医療保険料　２期

今 月 の 納 税
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◆ 問い合わせ ◆　　総務課　　☎ ８９３－１１１３

1 採用予定職種、採用予定人員及び主な勤務先
試　験　区　分 採用予定人員 主な勤務先

①　一般事務 ２名程度 本庁又は総合支所
②　一般事務（林業） １名程度 本庁又は総合支所
③　一般事務（障害者） 若干名 本庁又は総合支所

2 受験資格
試　験　区　分 受　　　験　　　資　　　格

①　一般事務 平成２年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた人。

②　一般事務（林業）
昭和60年４月２日以降に生まれた人で、４年制大学又は大学院の森林・林学系学部学科
を卒業した人。（令和２年３月31日までに卒業見込みの者を含む。）

③　一般事務（障害者）

昭和60年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた人で、次のすべての要件を満
たす人
（１）障害者の手帳（身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳）の交付を

受けている人
（２）活字印刷による出題に対応可能（拡大読書器使用可）

　職員自らが地域協働の担い手として活動するためにいの町内に居住することを推奨しており、こうした方針に共感を

持つ方の応募を歓迎しています。

注）上記の受験資格を有する人であっても、次のいずれかの一つに該当する人は受験できません。
　　　・成年被後見人及び被保佐人（禁治産又は準禁治産の宣告を受けた者を含む）
　　　・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人
　　　・いの町において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人
　　　・日本国憲法施行の日（昭和22年5月3日）以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊する

ことを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人

3 受験手続

（１）申込書の配布場所 ８月５日（月）から、いの町役場総務課、吾北総合支所住民福祉課、本川総合支所住民福祉
課、枝川出張所、八田出張所、すこやかセンター伊野又は仁淀病院で配布を受けるか町の
ホームページからダウンロードしてください。

（２）申込書の郵送による請求
　　　あて先を明記し、120円切手を貼った返信用封筒（角2封筒）を同封して、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱

書きし、下記に請求してください。

（３）申込みの方法
　　　総務課へ持参又は郵送ください。
（４）受付期間
　　　８月５日（月）～９月６日（金）
　　　※土・日・祝日を除き、８：30～17：15までの間受け付けます。
　　　　郵送による申込は、９月６日までの消印のあるものに限り受け付けます。

4 試験日、試験科目
区　分 試　験　日 試験区分及び科目

第１次試験 １０月２０日（日）
①　一般事務 教養試験、適性検査、適応検査
②　一般事務（林業） 教養試験、適性検査、適応検査
③　一般事務（障害者） 教養試験、適応検査

第２次試験 １１月下旬　　　　 ①②③　全区分 作文、面接

　　※試験の開始時間、場所などについては、申込者に別途お知らせします。

5 合格発表時期 （１）第 １ 次 試 験 …… 11月上旬の予定
 （２）最終合格発表 …… 12月上旬の予定

6 採用予定日
　　　令和２年４月１日（欠員の状況により令和元年度中の採用となる場合があります。）

いの町職員採用試験案内令和元年度

〒781-2192　いの町1700番地1　　いの町役場総務課
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※町公式ホームページにも掲載しています。

基準値 公園町水系 鎌田水系 伊野南 上八川 長 沢

一般細菌 100個／ｍL以下 1未満 1未満 1未満 1 0

大腸菌 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン 200㎎/L以下 2.5 2.9 4.6 1.9 2.3

有機物 3㎎/L以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.3未満 0.3未満

ｐH 5.8以上8.6以下 7.4 6.9 6.9 8.0 7.1

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 5度以下 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満

濁度 2度以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.1未満 0.1未満

※検査機関によって結果の表記に違いがありますが、全ての地点で水質基準を満たしています。

いの町上水道水質検査結果令和元年6月分

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 合格発表

航空学生
海上 高卒（見込含）

23歳未満 ７月 1日
～９月６日

１次： ９月16日
２次：10月15～20日の１日
３次：11月22日～12月18日（海）の１日
　　　11月16日～12月19日（空）の１日

１次：10月 ４日
２次：11月11日（海）
　　　11月  5日（空）
最終：  1月21日航空 高卒（見込含）

21歳未満

一般曹候補生 18歳以上
33歳未満

７月 1日
～９月６日

１次： ９月21日
２次：10月12日、13日の内１日

１次：10月 ４日
最終：11月 ８日

自衛官候補生 18歳以上
33歳未満

年間を通じて
行っております

９月21日（学科試験）
９月26日、27日、28日の内１日（面接・身体検査）試験時にお知らせします

防衛大学校
学生 一般 高卒（見込含）

21歳未満
９月 ５日

～９月30日
１次：11月９日・10日
２次：12月10日～14日の内１日

１次：11月27日
最終：２年１月24日

防衛医科大学校
医学科学生

高卒（見込含）
21歳未満

９月 ５日
～９月30日

１次：10月26日・27日
２次：12月11日～13日の内１日

１次：11月28日
最終：２年２月14日

防衛医科大学校
自衛官候補看護学生

高卒（見込含）
21歳未満

９月 ５日
～９月30日

１次：10月19日
２次：11月30日又は12月１日の内１日

１次：11月15日
最終：２年２月７日

高等工科学校生徒
（一般）

中卒（見込み含む）
17歳未満（平成15年
4月2日から平成17
年4月1日までの間に
生まれた者）の男子

11月 １日
～２年１月 ６日

１次：２年１月18日　　　
２次：２年１月31日～２月３日

の間の指定する１日

１次：２年１月24日
最終：２年２月14日

高等工科学校生徒（推薦）もございます。詳しくはお問い合わせください。

　　　◆ 問い合わせ ◆ 〒780－0061  高知市栄田町２－２－10　高知よさこい咲都合同庁舎８階
　 自衛隊高知募集案内所　　☎ ８２３－２００６

自  衛  官  等  募  集  案  内

自 衛 隊 説 明 会 開 催
▪日　時：８月４日（日）　10：00～12：00　　▪場　所：高知よさこい咲都合同庁舎（高知駅北側）

『生涯現役実現のための再就職支援セミナーと企業合同説明会』

　高知県生涯現役促進地域連携協議会では、働く意欲のある55歳以上の方の能力や経験を活かし、年齢
にかかわりなく活躍し続けられる「生涯現役社会」づくりを目指し、その一環として次のとおり開催しま
す。説明会は個別ブース式ですので、お気軽にご相談いただけます。

■問い合わせ：高知県生涯現役促進地域連携協議会　事務局　高知県経営者協会
　　　　　　　TEL 879-1907　 FAX 879-1908　　HP  http://www.ca.pikara.ne.jp/shogai

▶日　　時：8月21日（水）
　・セ ミ ナ ー … 13：15～14：45
　・参 加 企 業 紹 介 … 14：45～15：00
　・企業合同説明会 … 15：15～17：00
▶場　　所：高知会館２階

▶参 加 料：無料
▶対　　象：おおむね55歳以上の方
▶講　　師：（公財）産業雇用安定センター
　　　　　　客員講師　杉江 伸一朗 氏
▶参加企業：11社
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情報発信プロジェクトチーム
　　　　　　　　いの町のみなさんこんにちは！

　　　　　　　　高知県よさこいアンバサダー絆国際チームです。

　よさこい祭りまであと少しとなってきました。今回は、海外から参加する踊り子がどんなきっかけで

〝よさこい”と出会い、魅力を感じているかご紹介させていただきたいと思います。

Ryan M. Kenny さん / アメリカ

　名古屋外国語大学に留学していた時、偶然通りかかった駐車場で地方車を制作

していた学生よさこいチーム凰に話しかけたのがきっかけで、チームに参加する

ことになりました。よさこいに感じる魅力は、チームメンバーだけでなく、他

チームやお客さんなど多くの人と一緒にただただ同じ時間を楽しめることです。

岐阜の祭りで踊った総踊りで感動したことを今でも鮮明に覚えています。8月の

高知に向けて今、仕事に勉強、ダンスの練習と本当に大変ですが、小旗を担当することにもなり上

達すべく日々頑張っています。仲間と一緒に踊れること、そしてとくにこんなに国際的なチームで

踊れることはとても貴重なことだと思っています。

Will Breedon さん / オーストラリア

　2015年、メルボルンに留学してきた学生グループが、日本文化と踊りへの情

熱を伝えたい！と立ち上げたZenよさこいチームにちょっとした興味から参加し

たのがきっかけでした。よさこいの魅力は沢山ありますが、私にとってはやはり

みんなで一緒に思い出を作ることができるところです。そして、演舞を見て応援

してくださる皆様から元気をもらえることほど素晴らしいことはありません！高

知よさこい祭に参加するのは２回目ですが、今回はメルボルンから５人のメンバーと一緒に参加で

きるので本当に楽しみです。そして、他の国から参加している踊り子と高知で出会い、よさこいを

通じて高知の人たちと交流することを楽しみにしています。

Ho Jia Lin さん / シンガポール

　よさこいはシンガポールにある桜欄（さくらん）日本文化クラブの年配の方た

ちから習いました。よさこいに感じる魅力は、よさこいのユニークな踊りのスタ

イルです。現代曲に合わせた自由な振付ですが、伝統的な正調踊りも取り入れら

れていたり、新旧ミックスされているのがとても面白いです。８月に高知で踊る

のは今はとても不安ですが、チームのみんなと会えるのでワクワクしています！

瀬川 貴子 さん / 高知県出身

　今回、チームの振付を担当された瀬川さんは、カナダ在住で世界を舞台に活躍

されているダンサーです。チームのテーマであるWA！の中に表現された事や演

舞で注目してもらいたいところなどを教えてもらいました！　

　和（日本）輪（繋ぐ）WA（世界）をベースに、それぞれの国の民謡、イメー

ジ、色と、和の動きをしっかり出していこうと色々工夫しました。それぞれ国に

よって音の取り方や関節の使い方に違いがあるので、それを８拍子や鳴子を持って表現する事にと

ても苦労しました。その中でどれだけユニークで絆国際チームらしいものに出来るかを考え振付し

ました。

　振りの中にローマ字のK・I・Z・U・N・Aが動きの表現として隠れているので、探してみてくだ

さいね。皆さんも一緒に踊り子の躍動感を感じ、絆国際チームのWAをそれぞれの心に刻んで頂け

たらと願っております！そして、このような素晴らしい機会を頂けた事に心より感謝しています。
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「法定相続情報証明制度」をご利用ください！
　この制度を利用することで、色々な相続手続（銀行の預金払戻、相続税の申告、不動産の相続登記など）

で戸籍謄本一式を提出する必要がなくなり、手続きの負担を軽減することができます。

■問い合わせ　　高知地方法務局登記部門　　☎ ０８８-８２２-３３３１ （自動音声案内 2 → 1 ）

　　　　　　　　http://houmukyoku.moj.go.jp/kochi/

　高知地方法務局と高知県人権擁護委員連合会では、学校における「いじめ」や家庭内における児童虐待な
ど、子どもの人権問題解消に向け、下記のとおり「子どもの人権110番」電話相談の強化週間を実施します。
　児童・生徒の皆さんが安心して相談できるよう、フリーダイヤルになっていますので、学校や家庭、友
達関係の悩みごとなど、何でも御相談ください。

▶実 施 期 間　８月29日（木）～９月４日（水）の７日間
▶受 付 時 間   ８：30～19：00（土・日曜日は10：00～17：00）
▶開 設 場 所　高知地方法務局人権擁護課（土・日曜日は高松法務局人権擁護部）
▶電 話 番 号    フリーダイヤル　０１２０（００７）１１０
　　　　　　　 ※ＩＰ電話からは接続できません。
▶取 扱 内 容　いじめ、体罰、児童虐待等の子どもの人権問題
　　　　　　　※相談は無料、秘密は厳守します。
■問い合わせ　高知地方法務局人権擁護課　☎ ０８８-８２２-３５０３

　世界約70か国・1000を超える仕事が、いま必要とされています。
　あなたの技術・経験を開発途上国で生かしてみませんか。

▶応 募 期 間　８月20日（火）～９月29日（日）　23：59 締切　※原則ウェブ応募となります。
▶応 募 資 格　生年月日：昭和24年10月１日から平成12年４月２日までの日本国籍を持つ方。
　　　　　　　※応募可能な一般案件の制限：生年月日が昭和48年９月30日までの方は、一部の

一般案件のみが対象となります。
■問い合わせ　JICA海外協力隊募集事務局　☎ ０３-６７３４-１２４２
　　　　　　　JICA四国　☎ ０８７-８２１-８８２５
　　　　　　　※詳しくはJICA海外協力隊ウェブサイトをご覧ください。
　　　　　　　　https://www.jica.go.jp/volunteer/

全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間

ＪＩＣＡ海外協力隊募集　～いつか世界を変える力になる～

『伊野地区婦人会第39回チャリティバザーのお知らせ』

地域の皆様方や企業様に支えられて、続けてきておりますチャリティバザーを今年も開催いたします。

社会福祉活動に少しでも貢献できればと願っておりますので、ご協力をよろしくお願いいたします。

▶日　時　9月15日（日）　10：00～12：00
▶場　所　伊野公民館
▶出品のお願い　企業様、ご家庭の皆様方、無償でご

提供頂けるお品がありましたら是非ご協力ください。
▶準備･物品受入日時
　9月14日（土）　9：00～13：00

▶収益金使途　
　・地域の75才以上おひとり暮らし慰安の

集い
　・各種募金活動に寄与
　・子育て支援活動等
▶主　催　伊野地区婦人会

■連絡先　☎ ８９３-３６３７（井上）　 ☎ ８９２-１１８０（岩本）　 ☎ ８９２-０５０７（浜田）
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２．特別会計収支状況 （単位：千円）

会　計　名 予算現額 収入済額 支出済額

水資源対策 〈1,566〉 〈386〉
154,327 2,763 930

墓地公園事業 〈1,528〉 〈1,768〉
3,077 3,078 2,746

国民健康保険（事業勘定） 〈1,584,617〉 〈1,678,925〉
3,185,218 2,901,101 2,877,211

国民健康保険（直診勘定） 〈15,213〉 〈51,783〉
94,521 27,514 82,264

後期高齢者医療 〈266,705〉 〈227,501〉
409,351 406,876 329,627

介護保険 〈1,177,843〉 〈1,339,226〉
2,789,922 2,349,768 2,467,950

特別養護老人ホーム 〈169,433〉 〈203,033〉
413,914 287,134 388,971

下水道事業 〈33,094〉 〈150,148〉
333,265 59,222 233,586

農業集落排水事業 〈3,507〉 〈26,418〉
49,898 6,345 46,828

天王地区汚水処理施設事業 〈21,369〉 〈22,580〉
146,339 42,286 37,450

３．財産、町債及び一時借入金の現在高

（１）財　産

区　　　分 数　量・金　額

土地 11,329,103㎡ 

建物 170,560㎡ 

物件（立木） 447,993m³ 

有価証券 8,400 千円 

出資による権利 1,713,939 千円 

債権 1,706 千円 

基金 11,569,624 千円

（２）町　債

会　計　名 残　　高

一般会計 14,622,566 千円 

国民健康保険特別会計（直診勘定） 5,629 千円 

下水道事業特別会計 1,772,069 千円 

農業集落排水事業特別会計 254,911 千円 

（３）一時借入金

借　入　先 借　入　額（千円） 利　　率（％）

－ － －

　町では、いの町財政事情説明書の作成及び公表に関する条例に基づき、皆さんからいただ

いた税金や、国・県からの支出金、町債などがどのように使われたのかを年２回公表してい

ます。

　今回は平成30年度の財政状況及び令和元年度当初予算の概況をお知らせします。

第１　平成30年度の財政状況 平成31年3月31日現在

注〈　〉内の数字は、平成30年10月１日から平成31年３月31日までの状況

財 の事 表政 公情

１．一般会計収支状況 （単位：千円、％）

歳　　　　入 歳　　　　出
区　　　分 予算現額 構成比 収入済額 収入率 区　　　分 予算現額 構成比 支出済額 執行率

  1　町税 〈726,496〉 〈28.2〉   1　議会費 〈39,280〉 〈44.5〉
2,574,685 16.4 2,444,465 94.9 88,274 0.5 87,452 99.1

  2　地方譲与税 〈50,699〉 〈40.7〉   2　総務費 〈1,474,114〉 〈44.8〉
124,513 0.8 83,817 67.3 3,291,472 20.9 2,725,711 82.8 

  3　利子割交付金 〈2,771〉 〈32.0〉   3　民生費 〈1,419,379〉 〈46.3〉
8,658 0.1 6,849 79.1 3,065,450 19.5 2,349,479 76.6 

  4　配当割交付金 〈287〉 〈3.5〉   4　衛生費 〈585,124〉 〈51.6〉
8,300 0.0 2,303 27.7 1,133,007 7.2 1,036,261 91.5 

  5　株式等譲渡所得割交付金 〈0〉 　   5　労働費 〈0〉 　
7,457 0.0 0 　 13,006 0.1 12,983 99.8 

  6　地方消費税交付金 〈178,314〉 〈43.8〉   6　農林水産業費 〈264,535〉 〈41.4〉
406,734 2.6 406,734 100.0 639,016 4.1 393,998 61.7 

  7　自動車取得税交付金 〈7,885〉 〈32.1〉   7　商工費 〈107,621〉 〈39.8〉
24,550 0.2 15,403 62.7 270,446 1.7 218,759 80.9 

  8　地方特例交付金 〈0〉 　   8　土木費 〈647,517〉 〈27.5〉
6,657 0.0 6,657 100.0 2,355,734 15.0 1,036,434 44.0 

  9　地方交付税 〈1,386,761〉 〈30.9〉   9　消防費 〈241,964〉 〈32.4〉
4,482,700 28.5 4,482,700 100.0 747,026 4.7 648,488 86.8 

10　交通安全対策特別交付金 〈1,788〉 〈100.0〉 10　教育費 〈349,961〉 〈16.1〉
1,788 0.0 1,788 100.0 2,170,838 13.8 1,123,362 51.8 

11　分担金及び負担金 〈24,080〉 〈50.0〉 11　災害復旧費 〈135,224〉 〈45.6〉
48,124 0.3 44,357 92.2 296,843 1.9 236,292 79.6 

12　使用料及び手数料 〈81,599〉 〈48.0〉 12　公債費 〈815,680〉 〈48.9〉
170,080 1.1 153,790 90.4 1,667,938 10.6 1,295,587 77.7 

13　国庫支出金 〈327,746〉 〈18.0〉 13　予備費 〈0〉 　
1,818,962 11.6 619,825 34.1 528 0.0 0 　

14　県支出金 〈421,229〉 〈35.7〉 歳　出　合　計 〈6,080,399〉 〈38.6〉
1,181,064 7.5 542,959 46.0 15,739,578 100.0 11,164,806 70.9 

15　財産収入 〈41,072〉 〈50.9〉
80,682 0.5 77,842 96.5 

16　寄附金 〈54,782〉 〈62.6〉
87,570 0.6 81,087 92.6 

17　繰入金 〈0〉 　
1,251,425 7.9 0 　

18　繰越金 〈0〉 　
157,935 1.0 157,936 100.0 

19　諸収入 〈79,800〉 〈43.8〉
181,994 1.1 115,816 63.6 

20　町債 〈598,100〉 〈19.2〉
3,115,700 19.8 598,100 19.2 

歳　入　合　計 〈3,983,409〉 〈25.3〉
15,739,578 100.0 9,842,428 62.5 
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４．一般会計における住民１人あたりの町税負担額
▼人口は平成31年3月31日現在の22,840人で算出しています

区　　　分 現年課税調定額 １人あたり 区　　　分 現年課税調定額 １人あたり

町民税 1,099,015 千円 48,118 円 たばこ税 111,065 千円 4,863 円 

固定資産税 1,284,341 千円 56,233 円 入湯税等 3,827 千円 167 円 

軽自動車税 83,971 千円 3,676 円 合計 2,582,219 千円 113,057 円 

１．一般会計当初予算の概況

（１）歳　入 （単位：千円、％）

区　　　分 令和元年度予算額（A） 構成比 平成30年度予算額（B） 構成比 増減額（A）-（B） 増減率

１　町税 2,484,203 16.3 2,446,485 17.1 37,718 1.5

２　地方譲与税 119,900 0.8 120,000 0.8 △ 100 △ 0.1

３　利子割交付金 10,100 0.1 8,900 0.1 1,200 13.5

４　配当割交付金 10,800 0.1 11,000 0.1 △ 200 △ 1.8

５　株式等譲渡所得割交付金 12,200 0.1 12,400 0.1 △ 200 △ 1.6

６　地方消費税交付金 415,000 2.7 400,900 2.8 14,100 3.5

７　自動車取得税交付金 12,100 0.1 25,900 0.2 △ 13,800 △ 53.3

８　環境性能割交付金 3,800 0.0 3,800 皆増

９　地方特例交付金 7,500 0.0 5,000 0.0 2,500 50.0

10　地方交付税 4,457,000 29.2 4,550,000 31.7 △ 93,000 △ 2.0

11　交通安全対策特別交付金 2,000 0.0 2,468 0.0 △ 468 △ 19.0

12　分担金及び負担金 47,555 0.3 44,872 0.3 2,683 6.0

13　使用料及び手数料 170,235 1.1 167,266 1.2 2,969 1.8

14　国庫支出金 1,767,638 11.6 1,576,786 11.0 190,852 12.1

15　県支出金 1,288,421 8.4 1,123,563 7.8 164,858 14.7

16　財産収入 73,114 0.5 73,855 0.5 △ 741 △ 1.0

17　寄附金 91,660 0.6 83,750 0.6 7,910 9.4

18　繰入金 1,575,846 10.3 1,149,523 8.0 426,323 37.1

19　繰越金 1,000 0.0 1,000 0.0 0  

20　諸収入 167,228 1.1 113,532 0.8 53,696 47.3

21　町債 2,558,200 16.7 2,416,800 16.9 141,400 5.9

計 15,275,500 100.0 14,334,000 100.0 941,500 6.6

（２）歳出（目的別） （単位：千円、％）

区　　　分 令和元年度予算額（A） 構成比 平成30年度予算額（B） 構成比 増減額（A）-（B） 増減率

  1　議会費 84,839 0.6 90,504 0.6 △ 5,665 △ 6.3

  2　総務費 3,047,408 19.9 2,854,188 19.9 193,220 6.8

  3　民生費 3,188,011 20.9 3,215,696 22.4 △ 27,685 △ 0.9

  4　衛生費 1,150,850 7.5 1,144,557 8.0 6,293 0.5

  5　労働費 13,007 0.1 13,006 0.1 1 0.0 

  6　農林水産業費 641,337 4.2 637,556 4.4 3,781 0.6

  7　商工費 527,739 3.5 271,941 1.9 255,798 94.1

  8　土木費 2,083,806 13.6 2,043,155 14.3 40,651 2.0

  9　消防費 1,412,123 9.2 786,171 5.5 625,952 79.6

10　教育費 1,439,736 9.5 1,517,517 10.6 △ 77,781 △ 5.1

11　災害復旧費 16,500 0.1 34,515 0.2 △ 18,015 △ 52.2

12　公債費 1,620,144 10.6 1,675,194 11.7 △ 55,050 △ 3.3

13　予備費 50,000 0.3 50,000 0.4 0  
計 15,275,500 100.0 14,334,000 100.0 941,500 6.6

第２　令和元年度予算の概況
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３．特別会計当初予算の概況 （単位：千円、％）

会　　計　　名 令和元年度予算額（A） 平成30年度予算額（B） 増減額（A）-（B） 増減率

水資源対策 225,581 209,512 16,069 7.7

墓地公園事業 4,152 2,906 1,246 42.9

国民健康保険（事業勘定） 3,165,292 3,112,622 52,670 1.7

国民健康保険（直診勘定） 89,459 95,664 △ 6,205 △ 6.5

後期高齢者医療 412,463 399,414 13,049 3.3

介護保険 2,871,898 2,849,657 22,241 0.8

特別養護老人ホーム 439,114 416,694 22,420 5.4

下水道事業 483,229 395,623 87,606 22.1

農業集落排水事業 46,249 45,295 954 2.1

天王地区汚水処理施設事業 81,277 125,046 △ 43,769 △ 35.0

２．一般会計当初予算における住民１人あたりの町税負担額及び支出額

（１）１人あたりの町税負担額 ▼人口は平成31年3月31日現在の 22,840人で算出しています

区　　　分 当初予算額 １人あたり 区　　　分 当初予算額 １人あたり

町民税 1,033,951 千円 45,269 円 たばこ税 111,190 千円 4,868 円 

固定資産税 1,244,803 千円 54,501 円 入湯税等 3,995 千円 175 円 

軽自動車税 84,386 千円 3,695 円 合      計 2,478,325 千円 108,508 円 

（２）１人あたりの支出額（目的別） ▼人口は平成31年3月31日現在の 22,840人で算出しています

議会費　 3,715 円 労働費　 569 円 消防費　 61,827 円 予備費　 2,189 円

総務費　 133,424 円
農林水産
業費

28,080 円 教育費　 63,036 円
１人あたりの支出合計額

668,805 円 

民生費　 139,580 円 商工費　 23,106 円 災害復旧費  722 円

衛生費　 50,387 円 土木費　 91,235 円 公債費　 70,935 円

町債（16.7%）

25億5,820万円

町債（16.7%）

25億5,820万円
地方交付税

（29.2%）

44億5,700万円

地方交付税
（29.2%）

44億5,700万円

町税
（16.3%）

24億8,420万3千円

町税
（16.3%）

24億8,420万3千円

人件費（13.0%）
19億7,722万2千円
人件費（13.0%）
19億7,722万2千円

扶助費（9.0%）
13億8,112万7千円
扶助費（9.0%）
13億8,112万7千円

公債費（10.6%）
16億2,014万4千円
公債費（10.6%）
16億2,014万4千円

物件費
（15.1%）

23億1,317万1千円

物件費
（15.1%）

23億1,317万1千円

維持修繕費（0.9%）
 1億3,490万5千円

補助費等
（14.2%）

21億6,342万8千円

補助費等
（14.2%）

21億6,342万8千円

貸付金（0.0%）
3万円

普通建設費
（28.7%）

43億8,630万9千円

普通建設費
（28.7%）

43億8,630万9千円

災害復旧費
（0.1%）

2,139万2千円

予備費
（0.3%）

5,000万円

繰出金（7.5%）
11億3,806万7千円
繰出金（7.5%）
11億3,806万7千円

諸収入・使用料・その他
（17.8%）

27億2,003万8千円

積立金（0.6%）
8,970万5千円

国・県支出金（20.0%）

30億5,605万9千円

（３）一般会計歳入歳出構成比

当初予算額  152 億 7,550 万円

歳　入 歳 出（性質別）
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集

お
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ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

お
　
　
礼

お
礼

寄
贈
の
お
礼

　

加
茂
山
に
親
し
む
会
様
か
ら
、

加
茂
山
で
採
れ
た
梅
を
使
っ
た
梅

干
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
町
内

の
福
祉
施
設
に
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

  

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
礼

河
川
一
斉
清
掃
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

７
月
７
日
、
河
川
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
仁
淀
川
５
会
場
で
２

３
０
名
、
宇
治
川
９
会
場
で
１
５

１
名
の
皆
様
の
参
加
に
よ
り
、
多

く
の
ご
み
を
拾
い
集
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
課

ニ
ュ
ー
ス

平
成
30
年
度
厚
生
労
働
省
医

薬
・
生
活
衛
生
局
長
表
彰
受
賞

　

永
年
に
わ
た
り
麻
薬
行
政
の
分

野
に
お
い
て
協
力
さ
れ
、
い
の
町

の
み
で
な
く
高
知
県
内
外
の
薬
物

乱
用
防
止
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、

中
央
西
薬
物
乱
用
防
止
推
進
協
議

会
長
の
松
原
恒
良
さ
ん
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

行
政
相
談
委
員
の
土
居
晃
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

当
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
土

居
晃
さ
ん
に
総
務
省
高
知
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
や
県
、
市
な
ど
に

対
す
る
苦
情
や
要
望
の
解
決
、
実

現
に
尽
力
し
た
功
績
に
対
し
て
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

感
謝
状
は
、
５
月
21
日
、
高
知

市
の
高
知
会
館
で
開
催
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
全
体
会
議
の
場
で
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
行
政
評
価
事
務
所

☎
８
２
４-

４
１
０
０

ニ
ュ
ー
ス

区
長
表
彰
及
び
感
謝
状
贈
呈

　

区
長
の
活
動
が
地
方
自
治
の
発

展
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
い
の
町

長
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
行
政
と
地
域
を

結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
長
年
の

ご
尽
力
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

◎
い
の
町
長
賞
（
10
年
以
上
区
長

を
務
め
ら
れ
た
方
） 

敬
称
略

　

11
（
加
茂
） 

筒
井
三
千
代

　

新
別
下 

濵
田　
　

等

　

長
沢
２
区 

山
中　

義
深

◎
感
謝
状
（
５
年
連
続
区
長
を
務

め
ら
れ
た
方
） 

敬
称
略

　

18
（
天
神
２
） 

森　
　

一
行

　

松
ノ
木 

筒
井　

美
代

　

程
野 

山
中　

清
光

　

土
居 

髙
橋　

惠
助

　

大
久
保 

野
田　

吉

　

西
川 

高
橋
武
三
郎

　

桑
瀬 

伊
東　

末
広

ニ
ュ
ー
ス

い
の
町
少
年
野
球
交
流
大
会

伊
野
南
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
準
優
勝
!!

　

６
月
１
日
か
ら
開
催
さ
れ
た

「
第
28
回
い
の
町
少
年
野
球
大
会
」

に
お
い
て
、
栄
え
あ
る『
準
優
勝
』を

つ
か
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
伊
野
南
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
は
監
督
、
コ
ー
チ
、
保
護

者
の
元
、
元
気
に
野
球
を
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。
ご
声
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
８
月
24
・
25
日
に
開
催
さ
れ
る

『
広
島
県
三
原
市
長
旗
杯
』
中

四
国
大
会
の
高
知
県
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。
ご
声
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ュ
ー
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お
知
ら
せ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
全
国
一
斉
の

緊
急
情
報
の
伝
達
訓
練
に
つ
い
て

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
有
事
の
際
に
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ

り
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急

情
報
を
、
自
動
的
に
防
災
行
政
無

線
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
訓
練
実
施
日
）

　

８
月
28
日（
水
）　

　

午
前
11
時
00
分

（
放
送
内
容
）

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
×
３
回　

「
こ
ち
ら
は
、
い
の
町
役
場
で

す
」高

知
県
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
実
施
に
つ
い
て

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
は
、

２
０
０
８
年
に
ア
メ
リ
カ
で
始

ま
っ
た
防
災
訓
練
で
、
統
一
し
た

地
震
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
き
、
指
定

さ
れ
た
日
時
に
身
を
守
る
安
全
行

動
を
行
う
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
９
月
２
日
（
月
）
午
前

10
時
に
緊
急
地
震
速
報
（
訓
練
放

送
）
を
吹
鳴
し
ま
す
。

（
放
送
内
容
）

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

　

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い

ま
す
。｣

（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
）

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送

で
す
。」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

　

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。｣

　

町
民
の
皆
様
も
各
地
域
・
職

場
・
学
校
等
で
実
施
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

詳
細
と
参
加
登
録
は
、
高
知
県

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

危
機
管
理
型
水
位
計
の

活
用
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
水
位
計
の
な
か
っ
た

河
川
や
地
先
レ
ベ
ル
で
の
き
め
細

や
か
な
水
位
把
握
を
目
的
と
し
て
、

危
機
管
理
型
水
位
計
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
の
情
報

提
供
サ
イ
ト
「
川
の
水
位
情
報
」

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
洪
水
時
に
は
危
機
管
理
型
水
位

計
の
観
測
値
が
確
認
で
き
ま
す
の

で
、
適
切
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

○
町
内
の
設
置
河
川
（
仁
淀
川
水
系
）

・
国
管
理
区
間

　

仁
淀
川　

７
箇
所
（
計
画
は
８

箇
所
）、
宇
治
川　

４
箇
所

・
県
管
理
区
間　

各
１
箇
所

　

上
八
川
川
（
吾
北
高
岩
）
、
小

野
川
（
神
谷
）
、
奥
谷
川
（
加
田
）
、

谷
川
（
谷
）

（
川
の
水
位
情
報
サ
イ
ト
）

　

ア
ク
セ
ス
は
こ
ち
ら
か
ら
で
き

ま
す
。

災
害
対
応
型
給
油
所
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
大
規
模
災
害
時
に
停

電
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
自
家

発
電
装
置
等
に
よ
り
、
緊
急
車
両

及
び
災
害
対
応
車
両
に
対
す
る
、

石
油
製
品
の
安
定
的
な
供
給
の
確

保
を
図
る
た
め
に
、
災
害
対
応
型

給
油
所
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

災
害
対
応
型
給
油
所
は
、
円
滑

な
災
害
復
旧
活
動
を
行
う
た
め
に
、

緊
急
車
両
や
災
害
対
応
車
両
へ
の

優
先
給
油
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※
今
年
度
も
災
害
対
応
型
給
油
所

整
備
促
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
を
活
用
し
、
災
害
対
応
型

給
油
所
と
し
て
の
機
能
整
備
を
行

う
町
内
に
給
油
所
を
有
す
る
事
業

者
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

仁
淀
消
防
連
合
夏
季
演
習
が

開
催
さ
れ
る　

　

７
月
７
日
、
高
知
県
消
防
学
校

で
仁
淀
消
防
連
合
会
夏
季
演
習
が

開
催
さ
れ
、
本
年
は
操
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
、
10

月
に
行
わ
れ
る
県
大
会
へ
の
地
区

予
選
と
な
っ
て
お
り
、
仁
淀
地
区

代
表
の
座
を
め
ぐ
っ
て
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
競
技
結
果
は
、
自
動

車
ポ
ン
プ
の
部
は
南
分
団
八
田
部

が
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
枝
川
分

団
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
県
大
会

へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
競
技
に
先
立
ち
仁
淀
消

防
連
合
会
の
優
良
消
防
職
・
団
員

へ
の
定
例
表
彰
も
行
わ
れ
、
い
の

町
消
防
団
で
は
団
員
６
名
が
優
良

団
員
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〈
競
技
結
果
〉

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

南
分
団
八
田
部

　

準
優
勝　

中
央
分
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

枝
川
分
団
Ａ

　

準
優
勝　

枝
川
分
団
Ｂ

〈
優
良
団
員
表
彰
〉

伊
野
方
面
隊

伊
野
分
団
部
長 

保
木
龍
一
郎

南
分
団
団
員 

栗
田　

和
明

川
内
分
団
団
員 

石
本　
　

宝

川
内
分
団
団
員 

越
智　

真
久

総
務
課
危
機
管
理
室
か
ら
の

お
知
ら
せ☎

８
９
３-

１
１
１
３

提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議
http://www.shakeout.jp/

参加登録ページ
ＱＲコード

危機管理型水位計　　仁淀川（大国町）

https:// k.river.go.jp/
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集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

吾
北
方
面
隊

清
水
分
団
団
員 

山
中　

昭
典

本
川
方
面
隊

第
二
分
団
団
員 

伊
東　
　

均

男
女
消
防
団
員
募
集
!!

～
わ
が
町
い
の
町
を
守
ろ
う
～

　

町
で
は
、
町
内
在
住
の
方
で
地

域
で
の
消
防
・
防
災
活
動
に
従
事

し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
18
歳

以
上
の
方
の
入
団
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

入
団
の
申
し
込
み
、
消
防
団
活

動
に
対
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
各
分
団
ま
た
は

仁
淀
消
防
署
（
☎
８
９
３-

３
２

２
１
消
防
団
係
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

新
入
団
員
の
紹
介

　

新
た
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
で
の
消

防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お

き
ま
し
て
も
新
入
団
員
の
消
防
団

活
動
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
野
方
面
隊

　

伊
野
分
団

筒
井　
　

誠　

さ
ん

　

南
分
団

松
田　

裕
文　

さ
ん

吾
北
方
面
隊

　

上
八
川
分
団
第
１
班

川
村　

文
哉　

さ
ん

　

小
川
分
団
第
２
班

川
邑　

祐
樹　

さ
ん

8
月
の
消
防
団
行
事
予
定

８
月
４
日（
日
）

　

い
の
町
民
祭
警
備

　
　
　
　
　
　
　

（
枝
川
分
団
）

８
月
15
日（
木
）

　

吉
野
川
源
流
本
川
ま
つ
り
警
備

　
　
　
　
　
　

（
本
川
方
面
隊
）

８
月
17
日（
土
）

　

吾
北
地
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

花
火
大
会
警
備
（
清
水
分
団
）

８
月
18
日（
日
）

　

伊
野
方
面
隊
部
長
以
上
研
修

８
月
25
日（
日
）

　

新
入
団
員
一
日
入
署
訓
練

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う
!!

　

住
宅
火
災
に
よ
り
死
者
が
発
生

す
る
原
因
の
過
半
数
は
「
逃
げ
遅

れ
」
で
す
。
消
防
庁
に
よ
る
と
、

住
宅
火
災
に
お
け
る
被
害
状
況
を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に

比
べ
、
死
者
の
発
生
は
４
割
減
、

焼
損
床
面
積
、
損
害
額
は
概
ね
半

減
し
た
結
果
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

火
災
発
生
時
、
い
ち
早
く
気
付

く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
住

宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
煙

や
熱
を
い
ち
早
く
感
知
し
て
警
報

音
な
ど
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置
は

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま

だ
設
置
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
設

置
後
は
定
期
的
に
動
作
確
認
を
行

い
、
電
池
の
交
換
等
適
切
な
対
応

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

仁
淀
消
防
組
合
消
防
署

☎
０
８
８-

８
９
３-
３
２
２
１

災
害
時
応
援
協
定
の
締
結
に

つ
い
て

　

町
で
は
、
新
た
に
次
の
企
業
と

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

（
協
定
内
容
）
町
有
施
設
等
の
点

検
及
び
応
急
復
旧

　

㈱
四
電
工
高
知
支
店
、
㈱
大
東

電
機
、
正
和
電
機
㈱
、
㈲
田
村
電

気
、
㈲
佐
々
木
電
気
工
事
店
、
㈲

テ
ッ
ク
イ
ン
・
ヤ
マ
ナ
カ

（
協
定
内
容
）
指
定
避
難
所
等
へ

の
畳
の
提
供

　

「
５
日
で
５
０
０
０
枚
の
約

束
。」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

（
協
定
内
容
）

　

非
常
用
電
源
そ
の
他
の
レ
ン
タ

ル
機
材
の
提
供

　

㈱
ア
ク
テ
ィ
オ
四
国
支
店

「
不
法
電
波
に
ま
っ
た
な
し
！
」

　

不
法
無
線
局
か
ら
出
さ
れ
る
電

波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る
な
ど
日
常

生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、
免
許

が
必
要
で
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
り
電
波
利
用
環
境

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
電
波
の
ル
ー

ル
と
電
波
障
害
な
ど
の
申
告
・
ご

相
談
は
、
四
国
総
合
通
信
局
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
四
国
総
合
通
信
局

☎
０
８
９-

９
３
６-

５
０
５
５

お
知
ら
せ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
時

に
必
要
な
顔
写
真
を
無
料
で
撮
影

し
、
そ
の
場
で
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
個

人
番
号
を
証
明
す
る
書
類
や
、
本

人
確
認
の
際
の
公
的
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
今
後
は
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や

健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
し
て
利

用
が
可
能
に
な
る
よ
う
整
備
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

あ
る
端
末
を
利
用
し
た
住
民
票
や

印
鑑
証
明
、戸
籍
謄
本
な
ど
の
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

も
全
国
的
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
受
付
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

（
た
だ
し
、土
、日
、祝
日
を
除
く
。）

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

☎
８
９
３-

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２
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ら
せ　

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金

減
免
に
つ
い
て

　

災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
事

情
で
、
世
帯
の
生
活
が
一
時
的
に

著
し
く
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
申

請
に
よ
り
一
部
負
担
金
（
医
療
費

の
自
己
負
担
分
）
の
支
払
い
の
減

免
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
国
民
健
康
保
険
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

☎
８
９
３-

１
１
１
７

お
知
ら
せ　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
の
皆
さ
ん
へ

～
交
通
事
故
な
ど
に

遭
っ
た
と
き
～

▼
早
め
に
届
出
を

　

交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど
、
本

人
以
外
の
第
三
者
（
以
降
「
第
三

者
」
）
の
行
為
に
よ
っ
て
ケ
ガ
を

し
た
場
合
や
飲
食
店
で
の
食
中
毒

や
購
入
し
た
食
品
な
ど
が
原
因
の

疾
病
の
治
療
を
す
る
場
合
に
も
、

保
険
証
を
使
っ
て
治
療
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　

そ
の
と
き
は
、
す
み
や
か
に
医

療
機
関
の
窓
口
へ
申
し
出
る
と
と

も
に
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

の
係
へ
も
届
出
を
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

届
出
が
な
い
場
合
、
医
療
機
関

か
ら
の
診
療
報
酬
明
細
書
の
確
認

を
行
い
、
そ
の
結
果
、
第
三
者
に

よ
る
負
傷
・
疾
病
の
可
能
性
が
あ

る
場
合
に
は
、
世
帯
主
の
方
に

「
負
傷
・
疾
病
原
因
届
」
の
提
出

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
は
一

時
立
替
払
い

　

交
通
事
故
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
、

そ
の
原
因
が
第
三
者
に
あ
る
場

合
、
こ
れ
ら
に
伴
う
治
療
費
は
本

来
、
第
三
者
が
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
保
・

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
「
被
保
険

者
の
治
療
を
受
け
る
権
利
」
を
保

障
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
一
時

立
替
払
い
の
形
と
し
、
後
か
ら
第

三
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
第
三
者
か
ら
治

療
費
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
立
替

は
で
き
ま
せ
ん
。　
　
　

▼
示
談
を
す
る
前
に

　

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
係

に
届
出
を
す
る
前
に
示
談
が
成
立

し
て
し
ま
う
と
、
国
保
・
後
期
高

齢
者
医
療
が
第
三
者
に
請
求
で
き

な
く
な
り
、
被
保
険
者
へ
不
当
利

得
返
還
請
求
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
示
談
を
す
る
前
に
必
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
に
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
係
、

後
期
高
齢
者
医
療
係
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

☎
８
９
３-

１
１
１
７

お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
所

得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
は
、
引
き
続
き
手
当
を

受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か

の
審
査
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

提
出
が
無
い
場
合
は
8
月
以
降
の

手
当
が
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、

８
月
上
旬
ま
で
に
文
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
期
間
中
に
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
及
び
時
間

　

児
童
扶
養
手
当

　
　

8
月
1
日（
木
）～

　
　
　
　
　

8
月
30
日（
金
）

　

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　

8
月
13
日（
火
）～

　
　
　
　
　

9
月
11
日（
水
）

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

　

（
た
だ
し
、
土
、
日
、
祝
日
を
除

く
。）

▼
注
意
事
項

・
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
両
方
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
8
月
13
日
（
火
）
以
降

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
支

給
停
止
と
な
っ
て
い
る
方
も
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
所
得
の
申
告
は
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

・
確
認
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、

出
張
所
や
郵
送
で
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
親
の
ご
家
庭
へ

大
切
な
お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
が
年
６
回

払
い
に
な
り
ま
す

　

「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
11
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
か
ら
、
支
払
回
数
を
年
３

回
（
４
月
、
８
月
、
12
月
）
か
ら

年
６
回
（
１
月
、
３
月
、
５
月
、

７
月
、
９
月
、
11
月
）
に
見
直
し

ま
す
。

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

の
方
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
の
う

ち
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
の
方
に
対

し
、
臨
時
・
特
別
の
措
置
と
し
て
、

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

　

す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
が

対
象
で
す
。

①
11
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
る
父
又
は
母

②
基
準
日
（
10
月
31
日
）
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
に
婚
姻
（
法
律

婚
）
を
し
た
こ
と
の
な
い
方

③
基
準
日
（
10
月
31
日
）
に
お
い

て
、
事
実
婚
を
し
て
い
な
い
方
、

又
は
事
実
婚
の
相
手
方
の
生
死

が
明
ら
か
で
な
い
方

▼
支
給
額

　

１
７
，
５
０
０
円

▼
受
付
期
間
及
び
時
間

　

8
月
1
日（
木
）～

※
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
と
同
時

に
受
け
付
け
ま
す
。

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

　

（
た
だ
し
、
土
、
日
、
祝
日
を
除

く
。）

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

☎
８
９
３-

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２
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お
　
　
礼

ニ
ュ
ー
ス

募
　
　
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ　

し
尿
収
集
の
休
日
に
つ
い
て

　

8
月
12
日
（
月
）
～
14
日
（
水
）

は
通
常
収
集
と
な
り
、
8
月
15
日

（
木
）
～
16
日
（
金
）
は
、
仁
淀
川

下
流
衛
生
事
務
組
合
許
可
業
者
の

夏
期
休
暇
（
盆
休
み
）
の
た
め
、
し

尿
の
収
集
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
汲
み
取
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
前
に
許
可
業
者
へ
ご
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務
組
合

☎
８
５
２-

０
７
８
３

お
知
ら
せ　

高
知
県
に
お
け
る
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
公
募
概
要
に
つ
い
て

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
高
知
県
実
行
委
員
会

は
、
高
知
県
で
走
行
す
る
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
公
募
を
実
施
し
ま
す
。

▼
公
募
主
体

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
高
知
県
実
行
委
員
会

▼
公
募
期
間

　

７
月
１
日（
月
）

　
　
　

～
８
月
31
日（
土
）

▼
公
募
人
数

　

35
名
（
市
町
村
に
よ
る
選
考
を

実
施
し
、
高
知
市
か
ら
２
名
、
そ

の
他
の
市
町
村
か
ら
各
１
名
の
ラ

ン
ナ
ー
を
選
出
し
ま
す
。）

▼
年
齢
要
件

　

２
０
０
８
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方（
２
０
２
０
年
度
に
お

い
て
中
学
１
年
生
以
上
と
な
る
方
）

▼
応
募
方
法

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
高
知
県
実
行
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー

ム
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
又
は
、
所
定
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

電
子
メ
ー
ル
又
は
郵
送
で
次
の
送

付
先
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
送
付
先
】

　

〒
７
８
０-

８
０
５
０

　

鴨
部
簡
易
郵
便
局
留
（
高
知
市

鴨
部 

１
４
７
６-

１
１-

１
０
２
）

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
高
知
県
実
行
委
員
会

☎
０
８
８-

８
０
２-

７
３
７
２

U
R

L

：h
ttp

s://koch
i-ru

n
.jp

E-m
ail

：in
fo@

koch
i-ru

n
.jp

▼
当
選
発
表

　

２
０
１
９
年
12
月
以
降
、
高
知

県
実
行
委
員
会
か
ら
当
選
の
速
報

を
ご
連
絡
し
ま
す
。
そ
の
後
、
東

京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
か
ら
、

当
選
者
に
対
し
て
正
式
な
当
選
通

知
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
通
知
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
そ
の
他
、
詳
細
は
募
集
要
項
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課☎

８
９
３-

１
１
１
２

お
知
ら
せ　

「
学
校
閉
庁
日
」の
お
知
ら
せ

　

７
月
20
日
か
ら
町
立
小
中
学
校

は
夏
季
休
業
に
入
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
教
職
員
の
長
時
間
勤

務
や
部
活
動
指
導
等
を
考
慮
し
て
、

「
学
校
閉
庁
日
」
を
設
置
し
、
左

記
の
期
間
は
学
校
に
日
直
等
を
置

き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
取
組
に
よ
り
、
教
職
員
が

積
極
的
に
夏
期
特
別
休
暇
を
利
用

し
、
心
身
と
も
に
ゆ
と
り
を
も
っ

て
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
環
境

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
学
校
閉
庁
日

　

８
月
９
日（
金
）・
13
日（
火
）・

　
　
　

14
日（
水
）・
15
日（
木
）・

　
　
　

16
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
８
９
３-

１
９
２
２

お
知
ら
せ　

多
子
世
帯
保
育
料
等
軽
減

補
助
金
に
つ
い
て

　

町
で
は
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
保
育
料
に
対

し
て
助
成
す
る
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
４
月
か
ら

適
用
に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
世
帯
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
補
助
対
象

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
18
歳
未

満
の
児
童
が
２
人
以
上
い
る
世
帯

で
、
届
出
認
可
外
保
育
施
設
（
無

認
可
の
事
業
所
内
保
育
所
や
託
児

所
等
）
へ
通
所
す
る
児
童
が
い
る

世
帯

▼
補
助
金
額

・
第
２
子
は
、
保
護
者
負
担
額
の

全
額
又
は
半
額

・
第
３
子
は
、
保
護
者
負
担
額
の

全
額

▼
申
請
期
限

　

８
月
30
日（
金
）

※
申
請
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
８
９
３-

１
９
２
２

お
知
ら
せ　

町
民
講
座

　

い
の
健
康
塾
開
催
！

　

第
３
回
目
を
左
記
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。
町
内
に
お
住
ま
い
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。
多
数
の
方
の
受
講

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
６
月
号
広
報
の

折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

　

９
月
３
・
10
・
17
日（
火
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場
所

　

伊
野
公
民
館

▼
内
容

　

「
肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
体
操
そ

の
２
」

▼
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ

▼
参
加
料

　

１
講
座　

５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込

　

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
８
９
３-

１
９
２
２

　

伊
野
公
民
館☎

８
９
３-

２
０
１
２

　

吾
北
教
育
事
務
所

☎
８
６
７-

２
１
３
３

　

本
川
教
育
事
務
所

☎
８
６
９-

２
３
３
１



広報いの  8月号 14

お
　
　
礼

募
　
　
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ　

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

▼
日
時

①
9
月
14
日（
土
）
10
時
～

（
わ
な
猟
）

②
9
月
15
日（
日
）
10
時
～

（
第
一
種
、
第
二
種
銃
猟
）

▼
試
験
会
場

　

高
知
県
立
大
学
池
キ
ャ
ン
パ
ス

（
高
知
市
池
２
７
５
１-

１
）

▼
申
請
手
数
料

　

５
，２
０
０
円

※
一
部
免
除
者
は
３
，９
０
０
円

▼
申
請
書
配
布
場
所

　

県
庁
鳥
獣
対
策
課
、
い
の
地
区

猟
友
会
（
い
の
町
３
０
３
６
）

▼
申
請
期
間
・
方
法

　

８
月
９
日
（
金
）
～
10
日
（
土
）
の

期
間
中
に
い
の
地
区
猟
友
会
（
☎

８
９
２-

１
４
８
２
）
ま
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
不
在
の
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

電
話
の
上
持
参
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

事
前
講
習
会
を
９
月
８
日
（
日
）
、

９
時
か
ら
高
知
県
立
大
学
池
キ
ャ

ン
パ
ス
で
実
施
し
ま
す
。
受
講
料

は
７
，
０
０
０
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

〈
試
験
に
つ
い
て
〉

　

高
知
県
鳥
獣
対
策
課

☎
８
２
３-

９
０
４
２

〈
講
習
会
に
つ
い
て
〉

　

高
知
県
猟
友
会

☎
８
５
６-

６
６
４
１

お
知
ら
せ　

狩
猟
免
許
取
得
補
助
に
つ
い

て
　

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
狩
猟
免

許
を
取
得
す
る
際
に
、
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
申
請
は
、
受
験
申
込
後
３

日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
免
許
取

得
後
は
町
内
の
い
ず
れ
か
の
猟
友

会
に
入
会
し
、
町
内
の
有
害
鳥
獣

捕
獲
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
、

県
税
及
び
町
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

産
業
経
済
課　☎

８
９
３-

１
１
１
５

　

吾
北
総
合
支
所
産
業
課

☎
８
６
７-

２
３
１
３

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

☎
８
６
９-

２
１
１
５

お
知
ら
せ　

農
業
者
年
金
加
入
の
ご
案
内

～
農
業
者
年
金
の
特
徴
～

▼
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
60
歳
未

満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除
者

を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
配
偶
者

や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者

の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

▼
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

で
す
。
年
金
資
産
は
安
全
性
を
重

視
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
自
ら

積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
（
付
利
）
に
よ
り
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式

（
確
定
拠
出
型
）
」
の
年
金
で
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
も
制
度
の

安
定
性
は
損
な
わ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
）
：
運
用
の
結
果
得
ら
れ
る

年
金
原
資
が
、
積
み
立
て
た
保
険

料
の
総
額
を
下
回
ら
な
い
と
い
う

保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
全
性

を
重
視
し
た
運
用
方
法
や
、
65
歳

の
年
金
裁
定
時
に
運
用
収
入
の
累

計
額
が
で
き
る
だ
け
マ
イ
ナ
ス
と

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
準
備
金
の

仕
組
み
等
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

▼
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、
い
つ

で
も
見
直
し
で
き
ま
す
。
自
分
が

必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に
向

け
て
、
保
険
料
を
自
由
に
決
め
ら

れ
（
月
額
2
万
～
6
万
7
千
円
の

間
で
千
円
単
位
）
、
経
営
の
状
況

や
老
後
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も

見
直
せ
ま
す
。

▼
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す
。
農
業
者
老
齢
年
金
は
、

原
則
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
80
歳

ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
農
業
者
老
齢
年
金
の
額
の
現
在

価
値
に
相
当
す
る
額
を
、
ご
遺
族

（
死
亡
者
の
死
亡
当
時
に
同
一
生

計
で
あ
っ
た
、
配
偶
者
、
子
、
父

母
、
孫
、
祖
父
母
又
は
兄
弟
姉
妹

の
順
位
）
に
死
亡
一
時
金
と
し
て

支
給
し
ま
す
。

▼
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置
が

あ
り
ま
す
。
支
払
っ
た
保
険
料
は
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
節

税
に
な
り
ま
す
（
支
払
っ
た
保
険

料
の
15
％
～
30
％
程
度
が
節
税
）
。

保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金
が
運

用
し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
運
用

益
）
は
非
課
税
で
す
。
将
来
受
け

取
る
農
業
者
年
金
に
は
公
的
年
金

等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
65
歳
以
上
の
方
は
公
的
年
金
等

の
合
計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で
の

場
合
は
、
全
額
控
除
で
き
ま
す
。）

〈
つ
ま
り
入
口
か
ら
出
口
ま
で
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。〉

▼
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。
認
定
農
業

者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る
方
や

そ
の
方
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん

だ
配
偶
者
・
後
継
者
の
方
な
ど
一

定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
は
、
保

険
料
の
国
庫
補
助（
月
額
最
高
1
万

円
、通
算
す
る
と
最
大
で
２
１
６
万

円
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
国
庫
補

助
額
に
見
合
う
年
金
は
、
農
地
等

の
経
営
継
承
を
す
れ
ば
原
則
65
歳

か
ら
特
例
付
加
年
金
と
し
て
受
給

で
き
ま
す
。
農
地
等
の
経
営
継
承

の
時
期
に
つ
い
て
の
年
齢
制
限
は

な
く
、
本
人
の
体
力
な
ど
に
応
じ

て
受
給
の
時
期
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

〈
農
業
の
担
い
手
の
皆
様
へ
の
特

別
な
支
援
で
す
。〉　

　

詳
し
く
は
、
い
の
町
農
業
委
員

会
事
務
局
、
又
は
、
お
近
く
の
農

業
協
同
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

い
の
町
農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
８
９
３-

１
１
１
５

　

吾
北
総
合
支
所
産
業
課　
　
　

☎
８
６
７-

２
３
１
３

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課　

☎
８
６
９-

２
１
１
５

　

高
知
県
農
業
協
同
組
合

　

伊
野
支
所

☎
８
９
２-

１
０
７
０

　

吾
北
支
所

☎
８
６
７-

２
２
１
１
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お
　
　
礼

ニ
ュ
ー
ス

募
　
　
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ　

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式
の

参
列
者
を
募
集
し
ま
す

　

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時　

　

11
月
１
日（
金
）
13
時
～

▼
場
所

　

高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ

　

か
る
ぽ
ー
と　

大
ホ
ー
ル

▼
参
列
者

　

①
先
の
大
戦
に
お
け
る
軍
人
、

軍
属
、
準
軍
属
等
の
戦
没
者

及
び
外
地
に
お
い
て
非
命
に

倒
れ
た
方
並
び
に
内
地
に
お

け
る
戦
災
死
没
者
等
の
配
偶

者
及
び
三
親
等
内
の
遺
族

　

②
前
記
①
以
外
の
追
悼
式
の
趣

旨
に
賛
同
さ
れ
る
方

※
参
列
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
参
列
希
望
の
方

は
、
９
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
）

☎
８
９
３-

３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
４

お
知
ら
せ　

か
わ
む
ら
メ
ソ
ッ
ド
「
さ
ん
か

ん
元
気
塾
」が
始
ま
り
ま
し
た

　

当
町
出
身
で
、
医
師
の
川
村
明

先
生
に
よ
る
「
さ
ん
か
ん
元
気

塾
」
第
１
回
が
本
川
プ
ラ
チ
ナ
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
高
齢
の

方
を
中
心
に
約
30
人
の
方
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

「
さ
ん
か
ん
元
気
塾
」
で
は
、

高
齢
者
の
身
体
機
能
向
上
を
目
的

と
し
、
ひ
ざ
裏
を
伸
ば
す
こ
と
に

よ
り
体
や
心
の
不
調
を
改
善
で
き

る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

実
技
指
導
を
交
え
た
講
座
と
し

て
本
川
地
区
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

８
月
以
降
も
町
内
３
カ
所
で
開
催

予
定
で
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

☎
０
８
８-

８
９
３-

０
２
３
１

募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
募
集
住
宅

　

内
野
団
地

　

立
橋
住
宅

▼
概
要

▼
入
居
資
格　

　

現
在
、
地
方
税
な
ど
を
滞
納
さ

れ
て
い
な
い
方
で
、
申
込
時
に
配

布
す
る
手
引
き
な
ど
の
入
居
資
格

に
該
当
す
る
方

▼
申
込
書
配
布
及
び
受
付
期
間

　

8
月
19
日（
月
）～
30
日（
金
）

※
た
だ
し
、
土
、
日
を
除
く
。

　

期
間
内
に
申
込
が
な
い
住
宅
は

随
時
受
付
と
な
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

入
居
が
決
定
し
た
際
に
は
、
県

内
に
居
住
す
る
連
帯
保
証
人
２
名

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

管
財
契
約
課☎

８
９
３-

１
１
１
４

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２

募
集

第
26
回
森
木
敏
雄
旗
争
奪
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会（
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

大
会
）出
場
チ
ー
ム
募
集

▼
日
時

　

９
月
８
日（
日
）
８
時
30
分
～

※
予
備
日
／
９
月
15
日（
日
）

▼
場
所

　

い
の
町
総
合
運
動
場
野
球
場

▼
参
加
料

　

１
チ
ー
ム　

２
，
０
０
０
円

▼
主
催　

い
の
町
体
育
会

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

８
月
30
日（
金
）
19
時
ま
で
に
、

　

い
の
町
体
育
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
へ

☎
０
８
０-

６
３
８
３-

６
２
５
７

（
片
岡
）

お
知
ら
せ

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
9
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

▼
出
願
期
限

　

第
1
回　

8
月
31
日（
土
）

　

第
2
回　

9
月
20
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

　

高
知
市
曙
町
２
丁
目
５-

１

☎ 

０
８
８-

８
４
３-

４
８
６
４

　

Ｈ
Ｐ  h

ttp
s://w

w
w

.ou
j.ac.jp

団   地   名 住　所 構　　造 間取り 募集戸数 建設年度

内野団地南棟 2301番地
鉄筋４階建て
（募集住戸は４階）

２ＤＫ　 １戸 平成14年度

内野団地北棟 2301番地
鉄筋４階建て
（募集住戸は１階）

３ＤＫ　 １戸 平成14年度

立橋住宅
長沢
254番地32

鉄筋３階建て
（募集住戸は１階）

３ＬＤＫ １戸 平成５年度



広報いの  8月号 16

お
　
　
礼

ニ
ュ
ー
ス

募
　
　
集

お
知
ら
せ

募
集

こ
う
ち
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
ク
ー

ル
の
受
講
生
募
集

　

林
業
の
基
礎
知
識
や
高
知
県
の

林
業
の
特
徴
を
学
べ
る
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　

座
学
に
加
え
て
、
先
輩
林
業
就

業
者
と
の
直
接
対
話
や
、
林
業
就

業
へ
向
け
て
の
支
援
の
紹
介
、
高

知
県
立
林
業
大
学
校
の
紹
介
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
林
業
の
仕
事
を
知
る

第
一
歩
と
し
て
「
こ
う
ち
フ
ォ
レ

ス
ト
ス
ク
ー
ル
」
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

　

８
月
25
日（
日
）

　

10
月
６
日（
日
）

　

各
回　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

▼
場
所

　

香
美
市
土
佐
山
田
町
大
平
80

　

森
林
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
館

▼
対
象
者

　

高
校
生
以
上
の
方

▼
そ
の
他

　

受
講
料
無
料

▼
申
込
締
切

　

各
開
催
日
の
３
日
前

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込

　

（
公
財
）
高
知
県
山
村
林
業
復
興

基
金　

高
知
県
林
業
労
働
力
確
保

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
７-

５
７-

０
３
６
６

お
知
ら
せ

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

　

夏
は
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
使
用

に
よ
り
１
年
で
最
も
電
力
需
要
が

多
く
な
る
季
節
で
す
。
地
球
温
暖

化
対
策
に
は
、
皆
さ
ん
の
節
電
対

策
が
不
可
欠
で
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
家
庭
の
方
へ
】

◎
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
の
こ
ま

め
な
掃
除
、
扇
風
機
を
併
用
し

て
空
気
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で

冷
房
効
率
を
上
げ
る
こ
と
や
、

す
だ
れ
で
窓
か
ら
の
日
差
し
を

和
ら
げ
た
り
す
る
こ
と
で
、
上

手
に
家
電
製
品
を
使
い
ま
し
ょ

う
。

◎
冷
蔵
庫
の
扉
を
開
け
る
時
間
を

で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
物
を
詰

め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◎
不
要
な
照
明
は
消
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
業
所
の
方
へ
】

◎
使
用
し
て
い
な
い
廊
下
や
会
議

室
の
消
灯
・
空
調
停
止
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

◎
長
時
間
席
を
離
れ
る
と
き
は
、

Ｏ
Ａ
機
器
の
電
源
を
切
る
か
ス

タ
ン
バ
イ
モ
ー
ド
に
し
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

☎
８
９
３-

１
１
６
０

◆ 違反広告物の一斉除却に関するお知らせ ◆

　９月１日（日）から10日（火）までは「屋外広告物適正化旬間」です。この間、屋外広告物のルール

を知っていただくための普及・啓発活動を行うとともに、９月10日には、電柱や信号機、道路標識、

ガードレールなどに貼られた「はり紙」「はり札」や「立て看板」など条例に違反している屋外広告物

の県内一斉除却・指導の作業を行います。

　美しい街並みのためには、皆様のご理解とご協力が必要です。よろしくお願いします。

【屋外広告の広告主及び広告業者の皆様へ】

　広告を出されるときは、最寄りの土木事務所（注意：高知市内は高知市役所）までお問い合わせくだ

さい。また、県内で屋外広告業を営む方は、登録が必要です。

■問い合わせ

　高知県中央西土木事務所　維持管理課　☎ ０８８-８９３-２１１４

　県庁都市計画課ＨＰ（屋外）http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/171701/okugai.html

高知県立地企業合同企業説明会のご案内

▶日時・場所

　①８月23日（金）　13時～16時　高知リハビリテーション専門職大学（土佐市高岡町乙1139-3）

　②９月 ８日（日）　13時～16時　ちより街テラス（高知市知寄町2-1-37）

▶内　　容：企業によるプレゼンテーション、個人ブースでの企業説明、ハローワークの相談コーナー

等があります。求職中の方をはじめ、立地企業に興味がある方等どなたでも参加可能です

ので、お気軽にお越しださい。

▶参 加 費：入場無料

▶そ の 他：事前予約・履歴書不要、入退場・服装自由、無料駐車場有

■問い合わせ　高知県庁企業立地課　　☎ ０８８-８２３-９６９３
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いの町新町20－1

TEL（088）893－5161

■日帰り白内障手術
■ＯＣＴ（光干渉断層計）

院長　山　岡　昭　宏
13:00
まで

「
当
季
雑
詠
」

 

刈
谷　

志
津 

選

特
選

人
声
や
額
紫
陽
花
の
佇

た
だ
ず

ま
ひ

 

植
田　

紀
子

（
評
）
額
紫
陽
花
は
、
中
心
に
小
花
が
密
生
し
、
周
囲
を
大
型
の
装
飾
花
が
囲
ん

で
い
る
。
清
楚
で
素
朴
な
感
じ
が
あ
り
、
独
特
の
趣
を
持
つ
。
略
し
て
「
額
の
花
」

と
も
い
う
。
鷹
羽
狩
行
は
「
こ
の
頃
の　

雨
読
晴
読　

額
の
花
」
と
詠
ん
で
い
る
。

揚
出
句
「
人
声
や
」
で
、
一
人
で
は
な
く
二
人
以
上
の
人
が
、
作
者
の
家
の
門
前

に
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
鉢
植
え
の
「
額
の
花
」
の
風
情
、
趣
、
色
彩
に
、
目
を

奪
わ
れ
、し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
り
、観
賞
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
五
「
人
声
や
」

と
座
五
「
佇
ま
ひ
」
の
表
現
で
、
花
の
ゆ
か
し
さ
を
十
分
に
描
出
。
巧
み
な
筆
力

の
生な

せ
る
作
品
に
感
動
。

電
動
自
転
車
ス
イ
ー
ト
青
葉
坂

 

岡
村　

嘉
夫

（
評
）
卒
寿
を
迎
え
ら
れ
た
作
者
は
、
好
天
の
薫
風
に
誘
わ
れ
て
、
近
く
ま
で
外

出
を
し
、
道
の
辺
り
に
腰
を
下
ろ
し
て
一
休
み
し
て
い
た
。
そ
こ
で
出
合
っ
た
の

が
、
電
動
自
転
車
。
眼
前
を
一
台
の
自
転
車
が
、
す
い
す
い
と
過よ

ぎ

る
前
方
に
あ
る

坂
道
。
季
節
は
五
月
半
ば
、
緑
滴
る
新
緑
が
日
に
映
え
て
眩
し
い
。
こ
の
坂
道
を

座
五「
青
葉
坂
」と
表
現
。ま
た
そ
の
坂
道
を
軽
快
に
越
し
て
行
く
様
を「
ス
イ
ー
ト
」

と
表
し
、
い
か
に
も
気
持
ち
良
い
と
詠
む
。
電
動
自
転
車
は
充
電
を
し
、
電
力
で

走
る
の
で
、足
の
疲
れ
を
軽
減
す
る
。特
に
こ
の
電
動
自
転
車
の
走
り
の
良
さ
を「
ス

イ
ー
ト
」
と
言
う
絶
妙
な
表
現
は
、
瑞
み
ず
し
い
「
青
葉
坂
」
と
相
ま
っ
て
、
乗
っ

て
み
た
い
思
い
の
弾
む
一
句
。

ガ
ー
ベ
ラ
に
眩
し
き
日
射
し
風
笑
ふ

 

津
田　

久
美

（
評
）
ガ
ー
ベ
ラ
は
、
タ
ン
ポ
ポ
を
大
き
く
し
た
形
で
、
我
が
家
の
庭
先
に
は
、
三

十
年
前
か
ら
植
え
ら
れ
、
現
在
も
健
在
。
当
初
よ
り
は
倍
ぐ
ら
い
に
広
が
り
、
毎

年
開
花
期
が
来
る
と
、
緑
の
広
葉
の
中
を
突
き
出
る
よ
う
に
、
花
径
を
真
っ
直
ぐ

に
次
々
伸
ば
し
て
、
真
紅
の
花
を
咲
か
せ
る
。
今
年
は
開
花
が
早
く
、
花
数
も
増

え
、
揚
句
の
よ
う
に
、
好
天
の
日
射
し
を
纏ま

と

う
と
、
辺
り
一
帯
を
明
し
、
紅
が
際

立
ち
人
目
を
集
め
る
。
座
五
「
風
笑
ふ
」
の
表
現
は
、
吹
く
風
ま
で
が
嬉
し
そ
う
に

笑
っ
た
と
は
、
如
何
に
も
新
鮮
で
愉
快
。
風
だ
け
で
は
な
く
、
私
も
思
わ
ず
笑
顔
に
。

作
者
の
弛た

ゆ

み
な
き
作
句
へ
の
向
上
心
が
育
ん
だ
、
ゆ
と
り
と
も
見
え
る
楽
し
い
作
品
。

入
選

あ
か
と
き
や
月
傾
け
て
い
る
蝸
牛 

東
谷　

晴
男

あ
ら
ら
ら
ら
も
う
真
夏
日
と
な
り
し
空

隆
隆
と
白
花
栴
檀
五
百
年 

森
岡　

照
月

夏
め
く
や
百
三
才
の
叔
母
逝
け
り

ダ
ム
の
水
落
つ
る
底
よ
り
夏
の
霧 

村
田
佐
代
湖

吹
き
上
ぐ
る
潮
の
香
も
ろ
に
夏
近
し

夏
場
所
や
小
さ
き
力
士
の
勝
ち
名
乗
り 

片
岡　

豊
子

体
操
を
待
つ
間
の
時
間
草
む
し
り

行
商
車
待
ち
つ
燕
を
眼
で
追
い
ぬ 

川
村　

博
子

裏
窓
は
し
と
し
と
雨
の
杜

か
き
つ
ば
た
若

一
句
抄

気
の
早
い
風
鈴
路
地
の
奥
に
か
な 

東
谷　

晴
男

花
水
木
赤
花
に
胸
焦
が
し
け
り 

森
岡　

照
月

蛍
火
を
待
つ
間
の
話
は
ず
み
け
り 

村
田
佐
代
湖

谷
覆
う
卯
の
花
咲
き
て
汚
れ
な
く 

川
村　

博
子

山
一
面
も
こ
も
こ
銀
に
椎
の
花 
片
岡　

豊
子

採
血
の
あ
と
は
売
店
柏
餅 
岡
村　

嘉
夫

母
か
ら
娘こ

へ
風
ふ
ふ
ま
せ
て
阿
波
し
じ
ら 
植
田　

紀
子

聖
五
月
赤
ぐ
つ
黒
ぐ
つ
親
の
靴 
津
田　

久
美

救
急
で
命
助
か
る
夏
の
夜 
石
原　
　

靜

初
生
り
の
胡
瓜
一
つ
を
持
ち
帰
る 
平
野　

洋
子

靄も
や

が
か
る
白
い
カ
ー
テ
ン
六
月
へ 
刈
谷　

志
津

い
の
流
水
俳
壇

次
題
「
当
季
雑
詠
」 　
　

締
切
／
毎
月
1
日

投
句
先　

教
育
委
員
会
事
務
局

い
の
町
１
７
０
０-
１　

  

☎
８
９
３-

１
９
２
２
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長

沢

小

学

校 

◆ 

保
小
中
合
同
引
渡
し
訓
練

　

５
月
29
日
に
、
本
川
へ
き
地
保
育
園
、

長
沢
小
学
校
、
本
川
中
学
校
が
合
同
で
、

避
難
訓
練
と
保
護
者
へ
の
引
渡
し
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

地
震
を
想
定
し
て
運
動
場
へ
避
難
し
た

後
、
中
学
校
の
体
育
館
へ
皆
で
移
動
し
ま

し
た
。
中
学
生
が
て
き
ぱ
き
と
マ
ッ
ト
を

敷
い
て
く
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
待
機
場

所
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
連
絡
を
受
け
た
保
護
者
の
皆

さ
ん
が
体
育
館
玄
関
に
到
着
し
た
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
や
寮
へ
、
順
次
子
ど

も
た
ち
を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
引
渡
し
は
、
災
害
時
ば
か

り
で
な
く
、
地
域
で
凶
悪
な
犯
罪
が
あ
っ

た
場
合
に
も
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
の
防
災
計
画
と
も
連
動
さ

せ
て
、
さ
ら

に
安
心
で
き

る
避
難
・
引

渡
し
の
体
制

を
つ
く
っ
て

い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。

◆ 

地
域
と
の
交
流

　

長
沢
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域

の
方
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
の
時
間
を
利
用
し
て
、
毎
年
２
回
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
全
校
児
童
は
13
名
で

す
の
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
は
１
年
生
か
ら

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
30
日
に
は
、
７
人
の
地
域
の
方
が

運
動
場
い
っ
ぱ
い
に
16
ホ
ー
ル
を
作
っ
て

下
さ
っ
て
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

た
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
プ
レ
ー
し

ま
し
た
。

　

空
振
り
し
て
し
ま
う
高
学
年
の
子
も
い

る
な
か
で
、
１
年
生
の
か
な
た
君
が
、
見

事
15
ｍ
の
距
離
か
ら
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

決
め
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
子
に
は
、
と
て
も
優
し
く
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
持
ち
方
か
ら
教
え
て
も
ら
え

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
と
い
っ

し
ょ
に
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

吾

北

中

学

校 

◆ 

吾
北
分
校
と
の
教
員
乗
り
入
れ
授
業

　

本
年
度
よ
り
、
追
手
前
高
校
吾
北
分
校

と
の
連
携
を

さ
ら
に
進
め

る
た
め
に
、

教
員
相
互
の

乗
り
入
れ
授

業
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

吾
北
分
校

と
は
、
田
植

え
や
地
域
防

災
訓
練
な
ど
行
事
を
通
し
て
連
携
を
図
っ

て
い
ま
し
た
が
、
授
業
を
通
し
て
１
年
間

日
常
的
に
連
携
を
す
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
す
。
中
学
生
は
、
美
術
の
授
業
を
高

校
の
専
門
の
先
生
に
習
う
こ
と
で
、
よ
り

芸
術
に
対
す
る
興
味
関
心
が
深
ま
り
ま
す
。

　

授
業
は
中
学
校
の
教
室
で
行
っ
た
り
、

生
徒
た
ち
が
吾
北
分
校
へ
行
っ
て
授
業
を

受
け
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
日
常
的
に

吾
北
分
校
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
進
路
選
択

の
一
助
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
体
育
教
員
が
保
健
体

育
の
授
業
を
教
え
に
分
校
に
行
っ
て
い
ま

す
。
時
々
、
中
学
生
と
高
校
生
が
合
同
で

授
業
を
し
た

り
し
て
、
高

校
生
と
中
学

生
の
日
常
的

交
流
も
行
っ

て
い
ま
す
。

いの町新町86

院長　高岡和子

医師　高岡誠人（日本呼吸器学会 専門医）

禁煙治療も行っています

日曜、祝日、木曜と土曜の午後休診

診 察 医 師

診療時間 月 火 水 木 金 土

○ ○ ☆ ☆ ○ ○

○ ○ ○ ○

午前

9:00～12:30

午後

2:00～6:00

○高岡誠人、高岡和子
☆高岡和子

高岡内科（医）慶誠会

☎ 088-892-0296

内科・呼吸器内科

分校で授業
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▶開館時間：9：00～17：00

▶休 館 日：毎週月曜日（ただし、祝日は開館し翌日休館）

▶電話番号：８９３－０８８６

▶入 館 料：大人 500円 ／ 小中高生 100円

　　　　　　65歳以上 250円（要年齢証明）

＊販売コーナーは、入場無料です。

＊購入日から1年間、何度でも入場できるお得な年間観覧券（1,500円）販売中！

 http://kamihaku.com/

検索

◆ 吉川染工房の仕事と絵金展　7月31日（水）～9月1日（日）

◆ 旅　～和紙でつづる～　8月6日（火）～8月18日（日）

◆ ギボウシの柄物、花と山野草展　8月21日（水）～8月25日（日）

現代の名工吉川毅氏の制作したフラフ、土佐凧等と絵師金蔵の作品を展示します。

幼稚園児から大人までの和紙に親しむグループ「はまゆうちぎり絵教室」が、土佐和紙を使って制作した作品を
多数展示します。

ギボウシの柄物、花、夏の山野草など合計約150点を展示します。

企 画 展

特 別 展

◆ 第34回紙とあそぼう作品展　8月18日（日）まで

　 紙の可能性を探り、幼児から小・中学生を中心に、紙を使って制作した作品を112点展示します。

「紙糸刺繍のブローチ作り」※事前申込が必要です。

紙糸を使って刺繍ブローチを作ります。

▪日　時：９月８日（日）　①９：00～　②13：30～　（所要時間約３時間）

▪対　象：中学生以上

▪定　員：各回12名

▪参加費：1,000円（入館料込）

▪講　師：染。　大野清代 氏

ワークショップ参加者募集

博物館で過ごす夏休み！
８月は玄関ロビーにて紙もの体験を開催します。
申込不要です。開催時間内にお越しください。

▪日　時：８月３日（土）・４日（日）　10：00～15：00

▪体験料：100円

▪内　容：カップコプター・ふうせんコプター・ストローとんぼ・うちわ・

　　　　　空飛ぶちょう・かざぐるま・モビール・きんぎょ・かんかん帽　等

　　　　　（内容は変更になる可能性があります。）

紙 ーサ ー ！博 タ 集ポ 募
「紙博サポーター」とは、いの町紙の博物館を支えるボラン

ティアのみなさんです。知識や経験は必要ありません。活動

や研修を通して、みなさんの土佐和紙への興味や見識を深め

ていただけたら幸いです。

▶紙博サポーター主な活動内容

　定例会や研修会のほか、企画展開催やワークショップの

お手伝いなど様々なことにご協力いただいています。

▶募集の概要　◎高校生以上の方が対象です。

　　　　　　　◎全５回の研修受講が必要です。

▶応 募 締 切　８月31日（土）

▶研修内容
①土佐和紙と紙博をご紹介
②尾崎製紙所工房見学と和綴じ教室
③ちぎり絵教室
④いの町の観光
⑤楮畑から紙ができるまで・色んな紙で書写体験
　（講師：田村寛さん）

▶研修日程
　９月中旬～11月中旬の間に隔週で平日開催予
定です。詳細日程は申込者にお知らせします。

■問い合わせ、申込み
　いの町紙の博物館　☎ ８９３-０８８６
　tosawasi＠bronze.ocn.ne.jp
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図書館だより 月8

いの町立図書館・本館

いの町立図書館枝川分室
（枝川コミュニティセンター内）

住所…いの町元町41番地　☎ 850-4360　

開館時間…9：30～18：00

休館日…毎週月曜日・祝日・館内整理日…30日（金）

住所…いの町枝川2462番地　☎ 850-4350

開館時間…9：30～18：00

休館日…月・水・金・日曜日・祝日
※8/17（土）は、地域行事のため枝川コミュニティセ

ンター駐車場が使用できません。中部教育事務所
駐車場をご利用ください。

いの町立図書館の本は、本館・枝川分室のどちらでも
返却することができます。
また、オーテピア高知図書館・高知市民図書館分館・
分室への返却本は、当館カウンターへ直接お持ちいた
だければお預かりすることができます。（返却BOXに
は入れないでください。）なお、いの町立図書館の本を、
オーテピア高知図書館で返却することはできませんの
でご注意ください。

8月24日（土） 10：30～11：00

～あかちゃんと楽しむ絵本とわらべうたの時間～
【対象：０～３歳児・保護者】

おはなし会

　赤ちゃんの心と言葉を育む触れ合い遊びやわらべうた、絵
本の楽しみ方をお伝えしています。おむつ替えや授乳ができ
る部屋もありますので、お気軽にご参加ください。

　夏の夕暮れに、くら～い部屋で背筋も凍るこわい話はいか
がですか？ちょっぴりこわいお話から始まって、だんだんとこ
わさレベルがアップしていきますよ。途中退室もＯＫ！こわが
りさんも勇気を出して聞きに来てね！

 くつしたのあな 

 Peek a boo 

◆ 移動図書館バス「やまびこ号」

巡回地区及び主な停車場所

火曜日…吾北方面

勝賀瀬郵便局・むささび温泉・吾
北総合支所・吾北中央公民館・水
辺の駅あいの里　ほか

木曜日…本川方面

633美の里・本川遊漁センター・
本川総合支所・三瀬駐在所　ほか

水曜日…天王方面

紙の博物館・天王南２丁目公園・
天王南３丁目集会所・天王南７丁
目集会所・天王コミュニティセン
ター・天王北４丁目広場・池ノ内コ
ミュニティセンター　ほか

※停車場所・時間帯などの詳細は、
図書館までお問い合わせください。

・こわい話　　　　　　・空と星の本
・アウトドア特集　　　・平和を考える

今月のテーマ展示

毎月第４土曜日

8月17日（土） 17：00～17：45

こわ～いおはなし会
 ［対象：小学生以上］

ご存知ですか？「本との出会い推進員」

　いの町では、小中学校図書館や子育て支援セン
ター「ぐりぐらひろば」乳幼児健診会場などに「本
との出会い推進員」を派遣し、子どもたちの読書活
動を支援する活動を行っています。本や子どもの読
書についてなどお気軽にご相談ください。

～本との出会い推進員が訪問します～

・４か月児健診 ……………………… 8月  1日（木）
・ぐりぐらひろば  ………………… 8月  2日（金）
・本川乳幼児健診  ………………… 8月  8日（木）
・１歳６か月児健診  ……………… 8月22日（木）

新しく入った本
【一般書・小説】

「あとは切手を、一枚貼るだけ」小川　洋子/著　中央公論新社
「カリスマvs.溝鼠」新堂　冬樹/著　徳間書店
「サリエルの命題」楡　周平/著　講談社
「ハッピーアワーは終わらない」東川　篤哉/著　新潮社
「家康謀殺」伊東　潤/著　KADOKAWA
「亥子ころころ」西條　奈加/著　講談社
「旧友再会」重松　清/著　講談社
「百の夜は跳ねて」古市　憲寿/著　新潮社

「なぜ本を踏んではいけないのか」斎藤　孝/著　草思社
「50代からの老後のお金のつくり方」深田　晶恵/著　日経BP
「じじばばのるつぼ」群　ようこ/著　新潮社

「あららのはたけ」村中　李衣/作　偕成社
「ころべばいいのに」ヨシタケ　シンスケ/作　ブロンズ新社
「かっこいいぞ！ひこうき大集合」　　イカロス出版
「じぶんでよめるきょうりゅうずかん」　　成美堂出版

【一般書・その他】

【児童書】

図書館で不用となった図書や、利用者から寄贈

された図書を、無償で提供しています。

いつでもご自由にお持ち帰りください。

図書リサイクルコーナーについて

8月13日（火）14日（水）15日（木）はバスメンテナンスのためお休みします
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ぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせ

■ 申込・問い合わせ　ぐりぐらひろば（いの町総合健康センター内） ☎ 892-3151■ 申込・問い合わせ　ぐりぐらひろば（いの町総合健康センター内） ☎ 892-3151

開所時間

9:30～15:00

ぐりぐらひろばHP

■ 申込・問い合わせ　ぐりぐらひろば（いの町総合健康センター内） ☎ 892-3151■ 申込・問い合わせ　ぐりぐらひろば（いの町総合健康センター内） ☎ 892-3151■ 申込・問い合わせ　ぐりぐらひろば（いの町総合健康センター内） ☎ 892-3151■ 申込・問い合わせ　ぐりぐらひろば（いの町総合健康センター内） ☎ 892-3151

※　　　　の行事は事前に

　お申し込みください。

　詳細は、ぐりぐらつう

　しんをご覧ください。

要予約

～産前産後のママたちの出会いのひろば～

開室日時：月～金曜日　9：30～15：00

産前産後のママたちが集えるカフェのようなお部屋です。

妊娠期や赤ちゃんのことを知るＤＶＤや図書も用意しています。お気軽にご利用ください。

～産前産後のママたちの出会いのひろば～

開室日時：月～金曜日　9：30～15：00

産前産後のママたちが集えるカフェのようなお部屋です。

妊娠期や赤ちゃんのことを知るＤＶＤや図書も用意しています。お気軽にご利用ください。

８月・９月初旬

行事予定

★保健師さんによるおやこっこたいむ（育児相談）

　８月２０日（火）  ９：３０～１１：３０

　　　　　　　　 （受付は９：５０まで）

★健康や育児のアドバイス＆気軽な相談

　８月３０日（金） １３：００～１３：５０

　講師：仁淀病院小児科　倉繁　迪　先生

★本との出会い推進員さんによる読み聞かせ　

　９月 ６日（金） １０：３０～１１：００

オープニングは、地域でご活躍中の

お二人に、パネルシアターでお話＆

手遊びをしていただきました♪

★水遊び

　８月 毎週火・水曜日　１０：２０～１０：５０

　＊８月１３日・１４日・２０日は休み

　＊天候、気温によって中止とさせていただく

　　場合があります。

★本との出会い推進員さんによる読み聞かせ　

　８月２日（金）　１０：３０～１１：００

休憩したり、おしゃべりしたり、

ほっと一息つけるお部屋です。

赤ちゃんのスタイ（よだれかけ）

作りも体験できるよ♡

◆産前産後のほっと講座

　８月２９日（木）　10：00～11：30

　『産前産後の生活について』

　  講師：産後ドゥーラ　田上　聖子 先生

　  他の人は子育てどんなふうにしているの？

　　産後の疑問や困りごと、一緒にお話してみましょう。

◆ぐりぐら講座

　８月はお休みします。

母子手帳交付時の

「ぐりぐらひろばご招待＆プレゼント券」で、

オーガニック素材のベビーブランケットを

お渡ししています。

プレゼント引き換え期間を

妊婦さん～産後６か月（満７か月の前日）

までの方に延長しました。

詳しくは、ぐりぐらひろばまで♪

♡スペシャルなお知らせ♡

いちごサークル（保護者会）主催の良心市には、

子ども服や雑貨などお買い得のリサイクル商品が並んでいます♡

ぜひ見に来てくださいね。

常設の
良心市♪

産前産後の

ママたちの

出会いと憩い
の場

産前産後の

ママたちの

出会いと憩い
の場
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◎ 令和時代の先駆けとなる、新しいコミュニティのかたちをデザインしていきます！！

　伊野南地区における地域コミュニティの核として機能する『伊野南小学校』。少子高齢化
の波を受け、児童数が減少の一途をたどるなか、保幼小が連携しながら『学校運営協議会』
を設置し、保護者や地域の皆さまの意見や学校運営に反映させる『コミュニティ・スクール』
としての様々な取組に力を入れています。

●８月の体験教室（予定）　　　参加料　無料
開催日 時　間 教　室 講　師 場　所

８月  5日（月） 10：00～11：30 三 味 線 田村　花枝 中舎・和室
８月  6日（火） 10：00～11：00 折 り 紙 吉良　　文 北舎・図工室

８月  7日（水） 13：00～15：00 つ く っ て あ そ ぼ う 西原　孝昭 中舎・２Ｆオープン
10：00～12：00 護 身 術 山田　卓彦 中舎・2Ｆオープン

８月  8日（木） 10：00～12：00 護 身 術 山田　卓彦 中舎・2Ｆオープン
８月20日（火） 13：00～15：00 つ く っ て あ そ ぼ う 柴田ケイコ 中舎・2Ｆオープン

８月21日（水） 10：00～12：00 護 身 術 山田　卓彦 中舎・2Ｆオープン
13：00～14：00 ヨ 　 ガ 牧野　共美 コミュニティーR

８月22日（木） 10：00～12：00 四万十新聞バッグをつくろう 平川奈緒美 中舎・図書館
８月23日（金） 10：00～12：00 四万十新聞バッグをつくろう 平川奈緒美 中舎・図書館

８月28日（水） 14：30～16：00 護 身 術 山田　卓彦 中舎・2Ｆオープン
14：30～16：30 竹 く ら ぶ 楠本　光春 メインロード

８月31日（土） 12：00～14：00 竹 く ら ぶ 楠本　光春 メインロード
※日程については変更などがある場合もありますので、最新の情報は伊野南小学校ＨＰ（http：//www.kochinet.ed.jp/

inominami-e/）に掲載する予定です。
※体験教室についての詳細は、伊野南小学校 ☎ 892-1121（辰己・中村）までお問い合わせください。

南っ子ミュニティでは学校と連携して、あるときは地域の皆さんが学校を、あるときは学校が地域を
応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。地域、学校がWIN＆WINの楽しい
活気のある町づくりを目指しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して 97

申 込 方 法

持参する物

生涯学習係窓口へ直接またはお電話で！　いの町1700-1　教育委員会事務局
受付　月～金曜日（祝日を除く。）8：30～17：15　☎ 893－1922 【受付内容：氏名・住所・電話※相談内容】

筆記用具・講座に応じて（使用している機器：スマホ・タブレット・パソコン・電源・マウス等）

パソコン教室のご案内　９月開催講座

パソコンやってみん!?

9 月

予 定 表

9月分締切日：8月26日（月）　17：00

主　催：いの町教育委員会事務局　生涯学習係

講　師：森　清仁

会　場：いの町立伊野公民館　2F

　　　　本川プラチナ交流センター

講　座　名　・　場　所 開催時間 受講料他 ９月日程

ワード活用講座 伊野公民館

10：00～16：00

（５時間講座）

受講料 　￥3,000

テキスト　￥1,000
28日（土）

ワードで地図や書類の作成をし、便利な活用を学びます。
仕事はもちろん、回覧板やお便りなど日常でも役立つワードの使い方を学べます。
※使用可能なパソコンをご持参ください。

パソコン
スマホ

タブレット
個別相談室

※VBA＆CAD等は除く

伊野公民館
申込１件　１～２時間以内

10：00～16：00

受講料　１時間

￥1,000
  7日（土）・  8日（日）・14日（土）
15日（日）・21日（土）・22日（日）

本川プラチナ
交流センター

申込１件　１～２時間以内

10：00～16：00

受講料　１時間

￥1,000
29日（日）

個別相談室は、Windowsの操作・印刷からワード・エクセル活用・アクセス基礎・デジカ
メ・LANネットワーク基礎・インターネット・メール等を使用していて、困った事や知りたいこ
とを講師にマンツーマンで聞くことができる相談室です。
教室形式ではないので、ご自分のペースで学べます。
※相談内容については、予約の時に簡単に内容をお伝えください。
※スマートフォン・タブレットについては、WiFi接続や基本操作などです。
※C言語やVBAなどの言語関係・CAD（図面ソフト）は除きます。

一緒に解決

しましょう！
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8/25（日）　第16回　仁淀川国際水切り大会

いの町ガイドくらぶ活動中！

　水切りとは、河原の石を川面に投げて、水の上を跳ねさせる「スポーツ」です。

　この大会では、性別・年齢を問わず腕に自信のある猛者なら誰でも参加できる「チャンピオンシップ」をは

じめ、「男性の部」「女性の部」「子どもの部（10歳以下）」の計４部門で、美しさ・飛距離・回数の総合評価で

順位を競います。水切りに国境はありません。この夏、仁淀川で水切りの世界王者を決めようではありません

か！！

　ハート石コンテスト・いしぶみコンテストも同時開催♪

　いの町ガイドくらぶでは、伊野地区商店街を中心に、まち歩きのお客様をご案内しています。

　いのの紙文化や歴史に触れられる定番のまち歩きコースのほか、おもに町外の方をご案内するイベントまち

歩きも開催。今夏は、夏休み自由研究まち歩きや、町民祭の花火見学まち歩き、秋にはしょうが畑での収穫体

験や、加茂山ハイキングなどを計画しています。

▶日　時：８月25日（日）　８：30～15：30
▶場　所：仁淀川の河原（いの町波川公園）
▶参加費
　チャンピオンシップ　1,000円（当日1,300円  優勝賞品=ANA航空券）
　男性の部　　　　　　　500円（当日800円／人数制限あり）
　女性の部　　　　　　　500円（当日800円／人数制限あり）
　10歳以下の部　　　　  300円（当日500円／人数制限あり）
▪問い合わせ：ＮＰＯ法人仁淀川お宝探偵団　☎ 090-7578-6172
　【申込フォーム】 http://niyodoriver.com/mizukiri

いの町観光協会からのお知らせ
■ 問い合わせ　いの町観光協会　〒781-2110　いの町1188
　　　　 　　　TEL：088-893-1211 ／ FAX：088-893-1205 ／ Mail：kanko@inofan.jp

ガイドくらぶメンバー募集中！

いのの歴史やまだ知られていないエピソードの

発掘をいっしょに楽しみませんか。

まずは月に一度の勉強会にお気軽にご参加ください。

お問い合わせ・お申し込みは

いの町観光協会まで

お願いいたします。
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暮らしたい～の

町民課 ☎ ８９３-１１１７

　皆様が加入されている医療保険者より、服薬されているお薬について大事なお知らせをしています。

必ず開封し、医師や薬剤師に相談してください。

①ジェネリック医薬品の差額に関するお知らせ

　現在お使いの医薬品をジェネリック医薬品に変更した場合の差額をお知らせします。

　☆ジェネリック医薬品とは・・・

　　　先発医薬品（以下、「新薬」）の特許が切れた後に発売される医薬品で、新薬と同等の有効成分、

効能・効果を持った安価な医薬品です。医療機関で処方される薬についてジェネリック医薬品に変更

することで医療費の負担を少しでも軽減できる場合があります。病気の種類によっては、新薬での治

療を必要とするものやジェネリック医薬品がない場合もあります。

②お薬の種類が多い方へのお知らせ

　同じ効果の医薬品が重複していることなどをお知らせします。

　２つ以上の病院からそれぞれお薬が出ていると、同じ成分のお薬があったり、

お薬の飲み合わせが悪いなどの問題が起こることがあります。

★ジェネリック医薬品の使用促進や適正な服薬によって医療費の軽減につながります。

　　○医薬品による副作用の防止　　　　　　　　　　○医療の質を落とさず自己負担額を軽減

　　○飲み忘れなどの防止による残薬の解消　　　　　○被保険者や事業者の保険料の負担軽減

　　○医療費（薬剤費）の抑制

通知が届いたら

医師や薬剤師に

相談しましょう

高知あんしんネット運用開始のお知らせ
　本年10月から、県内の医療施設などをICTを活用してネットワークでつなぐ「高知あんしんネット」の
運用が始まります。
　この「高知あんしんネット」は、ネットワークに加入する病院や診療所、歯科診療所、薬局、介護施設
などの間で、県民の皆様から参加申し込みをいただいた上で、診療・治療内容や検査情報、薬の処方歴な
どを情報共有する仕組みです。
　「高知あんしんネット」の運用開始により、救急搬送や転院の際、あるいは、医療施設から介護施設に移
る際などに施設間での情報連携がスムースに行われることが期待されます。また、具体的に、薬や検査の
重複が防げたり、転院先での患者さんからの持病の説明が不要になるなどといったメリットがあります。
　８月中旬以降、「高知あんしんネット」に加入申し込みをしている医療施設などで、県民の皆様の参加
申し込みの受付を行う予定です。無料で申し込みができますので、是非、県民の皆様の参加申し込みをお
願いします。

▪問い合わせ・申込：一般社団法人高知県保健医療介護福祉推進協議会　☎ ０８８-８３７-３８６２

人権擁護委員無料相談のご案内

地区 今月の相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 8月21日㈬ 13：30～16：30
すこやかセンター伊野

１階小会議室

法務局相談窓口・問い合わせ
（祝休日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：00）

高知地方法務局人権擁護課 ☎  088－822－3503

人権擁護委員

杉本　寛子

井上　　晃

藤木　栄子

金子　　覺

坂本　美加

髙橋美智子

山本　周児

人権擁護委員へのご相談等に

関する問い合わせは

ほけん福祉課まで

　☎（０８８）８９３-３８１０
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仁淀病院から
のお知らせ 訪問看護ステーションのリハビリ

いの町立訪問看護ステーション
　いの町立訪問看護ステーションでは、看護師によるケアだけではなく、専門的なリハビリテーション（以下、

リハビリ）を受けることが可能です。医療保険、介護保険のいずれかの制度を利用し、主治医が必要性を認め、

訪問看護指示書でリハビリの指示を出してもらう必要があります。

　現在、当ステーションにはリハビリ専門職の理学療法士が２名在籍しており、全身状態の確認や病状・健康

管理以外にも次のようなリハビリを実施しています。

◦身体機能の訓練：関節可動域訓練、筋力増強訓練、バランス訓練など

◦日常生活動作訓練：トイレ、入浴、整容、更衣、食事、歩行動作訓練など

◦介護予防：低栄養や運動機能低下を防ぐアドバイスなど

◦住宅改修：身体状態に合わせた住宅改修に関する助言など

◦補助器具などの使用に関する助言：補助器具などの選定、使用方法の指導など

◦家族、介護者への介護方法の助言：日常生活動作の介助方法など

※他の内容でも、ご利用される方に合わせてリハビリを実施します。

　身体機能が低下している方や自宅での日常生活動作などに対して不安がある方など、リハビリを自宅で受け

たいと思われた際には一度ご相談ください。

▪問い合わせ：いの町立訪問看護ステーション　　☎ ８９３-０２２０　　月～金　8：30～17：15

　歯周病は、歯の喪失をもたらす主要な原因疾患です。40歳代の約４割が歯周病といわれる
など成人期において未だに有病者率が高く、また、糖尿病や心臓血管疾患、骨粗鬆症、誤嚥
性肺炎などさまざまな全身疾患に影響することが明らかになっています。
　いの町では、早期に歯周疾患を発見し治療に繋げ、生涯にわたって歯・口腔の健康を保ってもらうため
歯科健診を実施しています。ご自身の口腔内の健康状態を知るいい機会になりますので、ぜひ受診してく
ださい。

◇対象者：右記の生年月日に該当する方

◇健診実施期間：令和元年５月１日～令和２年３月20日（金）　　　◇自己負担額： なし

◇受診方法
・まず、ほけん福祉課にお申し込みください。受診票を発行します。
・受診したい歯科医院へ電話予約をしてから健診を受けてください。県内の契約歯科医院で受診できます。
・受診の際は、身分証明書・受診票を持参してください。

無料歯科健診のご案内

▪申込・問い合わせ　　ほけん福祉課　　☎ ０８８-８９３-３８１１

訪問看護でのリハビリ内容

 40歳相当の方 （昭和54年4月2日～昭和55年4月1日生）

 50歳相当の方 （昭和44年4月2日～昭和45年4月1日生）

 60歳相当の方 （昭和34年4月2日～昭和35年4月1日生）

 70歳相当の方 （昭和24年4月2日～昭和25年4月1日生）



◦８月１日～１０日の予定は広報７月号をご覧ください。

◦都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

（ 8. 11〜9. 10 ）保 健 行 事 予 定 表
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大豆インクで印刷しています。
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◦１歳６か月児健診、７か月児健診は個別に通知します。　　　　　　

子
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内　　容 日　程 場　　所 受付時間

お や こ っ こ た い む

（ 育 児 相 談 ）

8/13（火） 天王コミュニティセンター

9：30～ 9：50
8/20（火） 総合健康センター（ぐりぐらひろば）

9/  3（火） 枝川コミュニティセンター

9/10（火） 天王コミュニティセンター

１ 歳 ６ か 月 児 健 診 8/22（木）
すこやかセンター伊野 13：00～

７ か 月 児 健 診 9/  5（木）

マ タ ニ テ ィ 教 室 ♥

た ま ご っ こ た い む ※

8/17（土）
総合健康センター（ぐりぐらひろば） 9：50～10：00

9/  7（土）

※マタニティ教室♥たまごっこたいむに参加希望の方は、ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）
　（☎０８８－８９３－３８１１）までお申し込みください。

健 診 ・
が ん 検 診

内　　容 健診日 場　　所 健診受付時間

健 診 8/25（日） 吾北中央公民館 8：00～10：00

健 診 ・
が ん 検 診
申 込 受 付

内　　容 健診日 場　　所 健診受付時間 電話申込受付期間

健 診

9/30（月）

すこやかセンター伊野 8：00～10：00 　　8/26（月）～10/  1（火）

10/  2（水）

※健診：特定健診、30歳代健診、がん検診（胸部・胃・大腸）

※健診は１年に１回、乳がん検診・子宮頸がん検診は２年に１回となっています。

※10/1（火）すこやかセンター伊野で、健診と同時に、歯科衛生士による無料歯科相談を実施します。

8
9

8
月
号

健診・がん検診の申込みは電話又はハガキでお願いします。電話の場合は、申込受付期間（月～金曜日8：30～17：15）に、ほけ

ん福祉課（すこやかセンター伊野内）（☎０８８-８９３-３８１１）までお申し込みください。

ハガキの場合は、４月広報に折り込みのいの町健康ガイドに入っているハガキで、平成31年度の各会場での集団健診・乳がん検

診・子宮頸がん検診の予約ができます。電話申込受付開始日の１週間前までに投函をお願いします。

在
宅
当
番
医

予
　
定
　
表

8
　
月

　４（日） い の 病 院 ☎ 893-0047

9
　
月

　１（日） い の 病 院 ☎ 893-0047

１１（日） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111 ８（日） 天 王 診 療 所 ☎ 891-6678

１２（月） 森 木 病 院 ☎ 893-0014 １５（日） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551

１８（日） 高 岡 内 科 ☎ 892-0296 １６（月） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111

２５（日） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551 ２２（日） 森 木 病 院 ☎ 893-0014

２３（月） い の 病 院 ☎ 893-0047

２９（日） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551
※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。

☎ ８９３－１２１３
☎ ８９３－１２１４

いの町防災行政無線の

放送内容確認 新規登録
ino@entry.mail-dpt.jp
（空メール送信）

内容変更
ino@check.mail-dpt.jp
（空メール送信）

院長　森 木  光 司

吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科

外　科

小児科

循環器内科

消化器内科

人工透析

リハビリテーション科

いの町メール配信サービス（防災、行政情報など）


